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ウ イ グ ル 文 「成 宗 テ ム ル 即 位 記 念 仏 典 」

出 版 の 歴 史 的 背 景
『U4688[TIIS63] ・*U9192[TmM182]

の 分 析 を 通 じて

中 村 健 太 郎

は じめ に

19世 紀末～20世 紀初頭に,各 国の中央アジア探検隊が敦煙や トゥルファン

など東 トルキスタン地域から将来 したウイグル語仏教文献は,13～14世 紀,

つまりモンゴル時代に属するものが多数を占める.ウ イグル語仏典には,通 常

末尾に奥書(colophon)が 付されるが,こ こには,当 該仏典が書写ない し出版

された経緯や関係者に対する功徳回向文,更 には施主の名前,日 付が記入され

ていることが多い.モ ンゴル時代のウイグル語仏典に付属する奥書の中には,

同時代史料 との繋がりを示 してくれるものがある.こ うした同時代史料を視野

に入れ,奥 書をモ ンゴル時代史の史料 として扱うことで,従 来主に文献学の対

象 として扱われていた13～14世 紀のウイグル語仏教文献を,モ ンゴル時代史

の中に位置付けることが可能となる.こ の作業は既に各国の学者によって行わ

れているが,私 の関心はこれをより積極的に押し進めることである.幸 いにも,

本誌 においてこのテーマについて連載する機会を与えられたので,本 号 を含

め三回にわたって,モ ンゴル時代のウイグル語仏典の奥書に関わる諸問題を

扱いたい.

本稿で取 り上げるのは,二 点のウイグル語印刷仏典の奥書断片U4688[TII

S63]と*U9192[TIIIM182]で ある.ウ イグル語印刷仏典は現在の学界では

ほぼモンゴル時代に属すると考えられているが,二 点の奥書はいずれもモンゴ
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ル 帝 国 第6代 皇 帝 成宗 テ ムル(在 位1294～1307年)の 即 位 に言 及 し,モ ンゴ

ル 時 代 史 の 立 場 か ら も非 常 に興 味深 い 史 料 とな りう る.

U4688[TllS63]は,文 書 番 号 よ り,ド イ ツ の 第 二 回 トゥル フ ァ ン探 検 隊

(1904～1905年,隊 長A.vonLeCoq)に よ って トゥル フ ァ ン盆 地 の セ ンギ ム

sangim遺 跡 で獲 得 され た こ とが 分 か る.現 在,文 書 の現 物 は ベ ル リ ン=ブ ラ ン

デ ンブ ル ク科 学 ア カデ ミー(BBAW)に 所蔵 され て い る.1967年,Gabain氏 は,

そ の著 書DieDruckederTurfan.Sammlungの 中で 解 読研 究 を付 した上 で,こ の 奥

書 を学 界 に初 め て紹 介 した.彼 女 は この奥 書 が頭 韻 を踏 ん でい る こ とを見抜 き,

その 形 式 を再 構 成 した.こ れ に 対 してKara氏 は,Gabain氏 の行 っ た 再 構 成 は

誤 りであ り,こ の 奥 書 が 実 は頭 韻 四行 詩 で あ っ た こ とを,Gabain論 文 に対 す る

くり

書 評 の 中 で 指 摘 した.U4688[THS63]は 一 紙 が 三 つ 折 りに され た 折 本 の断 片

で あ る.私 は本 文 書 を実 見 して い ない が,Gabain論 文 に よれ ば,寸 法 は25 .5cm

×32.7cmで あ る と い う .

一 方
,*U9192[TmM182]に つ いて は,文 書 番 号 よ り第 三 回 ト ゥル フ ァ ン

探 検 隊(1906～1907年,隊 長A.Gninwedel)に よ って トゥ ル フ ァン盆 地 の ム ル

トゥクMurtUq遺 跡 で 獲 得 され た こ とが分 か る.た だ,現 在,文 書 の 現物 は行 方

く　ラ

不 明 に な って い る とい う.*Ugl92[TIIIM182]を 紹 介 したSertkaya氏 は,Arat

氏 の 遺 品 に含 まれ て い た写 真 に よっ て解 読 を行 っ た とい う.現 物 が 行 方 不 明 で

あ る以 上,遺 憾 な こ とに本 文書 の古 文書 学 的 情報 の詳 細 につ い て は不 明 で あ る.

た だ,Seれkaya氏 が 掲 げ た写 真 よ り,U4688[THS63]と 同 様,三 つ 折 りに さ

れた 折 本 の版 本 断 片 で あ る こ とが 分 か る.ま た,頭 韻 四 行 詩 で 書 か れ て お り,

各 行 の 終 わ りは二 点,各 節 の 終 わ りは四 点 の 句 読 点 が 付 され て い る.

(1)Ka臓1968,p,206;Ziemel975,pl89,n.11;Zieme1991,pp.353-354.

(2)TnlM182は 戦 時 中 に紛 失 して しま った ら しい が,現 在 で は こ う した現 存 しな い文

書 に も,ア ス テ リス ク(astedsk)付 きの新 しい文 書 番 号 が 付 され て い る こ と を,ベ ル リ

ン に滞 在 中の 笠 井 幸 代 氏 を通 じてS .Raschmann氏 か ら情 報 提 供 いた だ いた.こ こ に 記

して 感 謝 す る.従 っ て,本 稿 で は*Ugl92[TIIIMl82]と 表 記 す る.
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Gabain・Ser1kaya両 氏の研究はあくまで文献学的視点に基づいた解読研究で

あった.し か し私の見るところ,こ れら二点の奥書は歴史学的に極めて重要な

意味を持つものである.本 稿において私は,二 点の奥書に関わるい くつかの間

題に触れた上で,こ れらをモンゴル時代史の中に位置付けてみたい.

第1章U4688[Tl1S63]・*U9192[TlllM182]の テ キス ト ・訳注

テキス トについては,便 宜上,本 来のものと頭韻四行詩形式に直したものの

両方を提示する.和 訳は頭韻四行詩形式に直 した ものに対 して付す.

TextA(Platel)

[文 書 番 号]U4688[THS63]

[研 究]Gabain1967,pp.20-23;Zieme1992,pp.74-75.

[写 真]Gabainl967(Turf飢 翼fbrschungのDigitalesTu血n一 盆chivで 公 開 され て い る.

http:〃www.bbaw.de/forschung/turfanforschung/dta/u/imageslu4688jpg)

1kimolaヨnu-dinbarUk量t6r紅mi蓉ilig-lar-taqan-

21ar-ta:ayaz-hyaγiz-lf一 乙aanunmi'蓉a蓉unnli聴:

3aftuqbuyan-lfγ 興lpy璽raklig

4乙inggizqaγan-nfng:ayiγ 一lfγqan4arulaγ 一i

5ahin～ 三kazig-ta:

6～5inggizqaγan-nfng～5inlayubilgao?uloγuh:～litan-i

7atruq

8s配anqa亨an一 伽t6r荘mi蓉:δintamaniardini-tagyig

ga婁ruq

10こillkimtay謹i-hγqang-tablg並rmi忌:6ngrak:iiltin髄
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kalmi菖buyan一 董nk6rs6r={ikU善 一kataplaUlmi首maxa-

sanpadiqantagbuyan-li'γ:6gqa且gt註9bodun-qa

umuγbolur-1'nk6rsar:tizaliksizburxanttig ソ
yrlqanこu乙1kΩng直1-IUg7asirg註n6siztidim-ligBWYSkΩngnl-

1〔ig:i1-k註asiγ 一一li'Yt〔izk6nit6rU-IUg:童1

註rdini-sii'duquYu蓉 一luγ

tam直rqaγan

iduqsaζianqaマan-n1ngorun-taolurupikinti

[頭韻四行詩形式]

kimol

a忌nu-dinbiirUkit6r〔imi蓉 皿ig-lar-taqan-lar-ta

ayaZ一 碇yaγfz-li'一 ～Saallulm宜 蓉a蓉unmi蓉

レ
artuqbuyan-liγal.Py興 鯉igCinggizqaYan-ni'ng

ayfy一 韮γqan-larulaγ 一ialti'n6kazig-ta

　
Cinggizqaγan_nfng～5血11ayub丑gao予uloγuli-

6itan-ia口uqSa～i蝕qa～}an-tt'nt6r血mi蓉

6intamanitid血i-tagyigatruq

　
Cinki皿1tay蓉i'一liYqang-tablg肛rmi蓉

6ng鯉 皿tinnk註1血 蓉buyan一 董nk6rs海

Ok雌 蓉一katap藍a宜Ilnf蓉maxasanpadiqantagbuyan-hγ

6gqangtagbodu11-qaumuγbolur・1nk6rs訂

nz訓iksセ;burxantagyf【qan～5皿 乙ikΩng廿1-1直g
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as圃siz晦ligBWSkgng髄1-IUg

韮一kaasiγ 一hγt直zk61通t6r直 一1亘9

皿 血dh藍 一siiduqu予u蓉 一luγT㎞ 蜘rqaγan

正duqS註 乙池qa予all-1血gorun-taolurup㎞d

[和訳]

過去より以後に生まれた諸王 ・諸カンよりも,

蒼 き(天),褐 色の(大 地)の ような,凌 駕 し,優 れた

この上ない功徳を持ち,勇 敢な心を持つチンギス=カ アンの

威厳ある諸カンの王統の第6番 目において,

チンギス=カ アンの真 に賢い孫であ り,

その意思が卓越 したセチェン=カ アンより生まれ,

如意宝珠の宝のように優れ,卓 越 した

チンキムという太子(の 位)を 持つ父のもとに現れた,

前世にある運ばれて来た功徳を見れば,

多 くの人々に認められた大三末多王のような功徳があ り,

父母のように民衆に救いとなっていることを見れば,

至上なる仏のような慈悲心を持つ,

吝畜なき王冠を持ち,BW§ の心を持ち,

国に利益あり,平 等で正 しい法を持ち,

国の宝であり,神 聖な家系に属するテムル=カ アンは,

神聖なセチェン=カアンの位に就き,第2・ ・
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[語 注]

2.anunmi'9:Gabain氏 は こ こ を"NWNMY菖 と 翻 字(transliteration)し,

anunmi'9と 転 写(transcription)し て い た.動 詞anun一 は 普 通 「準 備 す る 」の 意

ぐの

で あ り,Gabain氏 は その よ う に訳 して い る が,そ れ で は意 味 が 通 じない.こ れ

　り

に対 してROhrborn・Z重eme両 氏 は,こ の 箇 所 をart皿igと 読 み 直 した.私 も

R6hrborn・Zieme説 を支 持 し,「 凌 駕 した 」と和 訳 す る.従 っ て,art血9と こ

の 後 に来 るa曲 ㎜i●蓉「優 れ た 」とが 次 の 行 のbuyan「 功 徳 」に か か る もの と解 釈

す る.

4a.6inggiz:言 うまで もな くモ ン ゴル帝 国の 初代 皇 帝 チ ンギ ス=カ ンの こ と.

こ こ で チ ン ギ ス の 名 の 直 前 で 改 行 ・平 出 が 行 わ れ て い る 事 実 は 重 要 で あ る.

こ の 箇 所 以 外 に も,同 様 の 現 象 が,6行 目の チ ン ギ ス,8行 目の セ チ ェ ン

(ク ビ ラ イ),10行 目の チ ンキ ム,17行 目の テ ム ル の 名 の 直 前 に お い て も見

られ る(以 下,モ ン ゴ ル 帝 国 の 王 統 に つ い て は,p.89の 関係 系 図 を参 照)。

た だ し,18行 目の セ チ ェ ンの 直 前 で は行 わ れ て い な い.改 行 ・平 出 が行 わ

れ て い る こ とに つ い て はGabain氏 も指 摘 して お り,彼 女 は こ れ を 「敬 意 の

間 隔(Respektabstand)」 と表 現 して い た.ウ イ グ ル 語 印 刷 仏 典 の 奥 書 にお い て

大 カ ア ン の 直 前 で の 改 行 ・平 出 は 一般 的 に行 わ れ る が,こ れ は 同 時 代 史 料 で

あ る モ ン ゴ ル 時 代 の 漢 文 ・モ ン ゴル 語 史 料 に 一 般 的 に起 こ る 「大 元 ウ ル ス 書

くの

式 」と共 通 す る もの で あ る.

4b.6inggizqaγan:こ こで や や 奇 妙 に思 わ れ る の が,チ ンギ ス の 称 号 が,

U4688[TIIS63]で は こ こ と6行 目 でqaγan(パ クパ 文 字 モ ン ゴ ル語 文 献 で

はqa'an)と 表 記 さ れ て い る の に対 し,*U9192[TIIIM182]の8行 目で は

qanと され て い る 点 で あ る.こ の よ う に,両 版 本 間 で チ ン ギ ス の 称 号 が 統 一

され て い な い の は 何 故 で あ ろ うか.

(3)ED,p.188.

(4)ひW」pp.160-161;Ziemel992,p.74。

(5)「 大 元 ウ ル ス 書 式 」に つ い て は,cf中 村(淳)&松 川1993,pp,15-22.
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今 日の 学 界 で は,チ ン ギ ス が持 っ て い た称 号 は あ くま でqanで あ り,qaγan

～qa'anの 称 号 を初 め て 用 い た の は オ ゴ デ イ で あ る とす る 点 に つ い て は異 論 が

く　ラ

ない.

モ ンゴル時代の蒙漢合壁命令文の体系的研究を行った杉山正明氏は,蒙 漢合

壁命令文やパクパ文字モンゴル語命令文の中に,本 来qanで あったはずのチン

ギスに対する称号をqa'anと している例が少なくとも5件 存在 していることを

指摘 し,そ のうち1件 についてはqa'anと 表記される理由を確定できないが,

これ以外の4件 については軽率なミスである疑いが濃いとして,元 代にチ ンギ
　の

ス の 称 号 の 表 記 法 がqanとqaγan～qa'anの 両 様 あ った 可 能 性 を排 除 した.

しか し,杉 山氏 が 挙 げ た命 令 文 の 例 以 外 に も,14世 紀 の ウ イ グル 語 ・モ ン

ゴル 語 文 献 の 中 に は,U4688[TIIS63]を 含 め,チ ンギ ス の称 号 をqaγan～

qa'anと して い る例 が い くつ か存 在 す る.ウ イ グル語 史料 で は,河 西 地 方 に拠 っ

て い たチ ャガ タ イ王 家 の ノ ム タ シ ュNomTa9太 子 が1326年,粛 州 に 建 て させ
くさ ユ

た 「重 修 文 殊 寺 碑 」に は,チ ンギ ス の称 号 がqaγanと して見 え る.ま た モ ン ゴ

ル 語 史 料 で は,1312年 に アユ ルバ ル ワ ダ の命 令 で刊 行 さ れ た モ ン ゴ ル語 印刷

仏 典 『Bodhicaryavataraの 注 釈 』の 奥 書 に,チ ンギ ス の 称 号 がqaγanと して 見
リ ラ

え る し,1305年,フ レ グ=ウ ル ス の オ ル ジ ェ イ トゥ61}eitnが フ ラ ン ス王 フ ィ

ロ の

リ ップ 四世 に宛 て た書 簡 の 中 で もチ ンギ ス はqaγanと 明 記 され て い る.こ れ ら

の 文 献 にお い て チ ンギ ス の称 号 が何 故qaγan～qa'anと 表 記 され て い るか は 俄 か

に は定 め が た い が,あ る いは,Rachewiltz氏 が 言 う よ うに,ク ビ ラ イ以 降qaγan

～qa'anの 称 号 が 大 元 ウル ス皇 帝 の称 号 と して定 着 す る と,こ れが 遡 及 的 にチ ン

(6)Pelhotl930,P.25;Pelliotl959,PP.302-303;Kraderl955;Boylel956,P.152;7MEハrIII,

No.1161,pp.141-179;村 上1970,pp.7-8.

(7>杉 山1987,p.28,n.6;杉 山1989,pp.1344。

(8)歌&張1986,p.257,'.2.こ こ に 掲 げ ら れ る 写 真 は 判 読 しづ ら い が,確 か にX'X'N

と書:か れ て い る.

(9)Cleaves1954,p.54.

(10)Mostaert&Cleavesl962,p.55.
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ほ リ

ギ ス に対 して も使 わ れ た場 合 もあ っ た の か も知 れ な い.言 い換 え れば,元 代 に

な る と,大 元 ウ ル ス皇 帝 がqaγan～qa'anと 呼 ばれ た こ と に影響 され て,チ ンギ

ス の称 号 は 本 来qanと 表 記 すべ きだ とい う規 範 が必 ず し も厳格 に 守 られ ない場

合 が あ っ た の で は な いか.後 述 す る よ う に,私1まU4688[TIIS63]の 年代 を

1295年 に比 定 す る(C£TextA,語 注18a).*U9192[THIM182]も ほ ぼ これ と

同 時 期 と考 え られ る.従 っ て,こ の よ うな状 況 がU4688[TllS63]や*Ugl92

[THIM182]に も如 実 に現 れ た と思 わ れ る.
くエ 　 ラ

4c.ulaγ:ulaγ の 本 来 の意 味 は 「つ な ぐ もの 」で あ る.私 は これ を 「王 統 」と

訳 した.Gabain氏 は これ を 「世 代(Generation)」 と ドイ ツ語 訳 して い る.

5.a澁nさk蕊zig・ 戯:テ ムル が チ ンギ ス,オ ゴデ イ,グ ユ ク,モ ンケ,ク ビ ライ

の後 継 た る6番 目の大 カ ア ンで あ る こ と を示 す.な お,*u9192[TmM182]

の8～9行 目に も,こinggセqanulaγ 一血taayiγ一hγqanbo1予u-qaahnごkaz三g-ta「 チ ン

ギ ス=カ ンの王 統 にお い て 威 厳 あ る カ ン とな るた め に,第6番 目にお い て」と同

様 の表 現 が あ る.

6a.遡hlayu:「 如 実 に;真 実 に」の 意.こ'inは 漢 語 「真 」の 音 写.Gabain氏 の ド

イツ語 訳 か らは,彼 女 が この語 に対 して い か なる 解 釈 を して い るか は読 み取 れ

な い.形 と して は,こ'inに 動 詞 形 成要 素 一laと連 用 形 の 語 尾 一yuが 付 い た もの と
ロ ヨ　

見 な し う る.し か し,こ こで は 「真 実 に」と副 詞 的 に解 釈 す べ きで あ る.従 って

こ こ は,「 チ ンギ ス=カ ア ンの真 に 賢 い孫 」と訳 せ る.Gabain氏 は この 箇 所 を,

こinlayUの よ う に前 舌 音(frontvowel)と して転 写 して い るが,Zieme・Kara・

庄 垣 内 氏 に 従 い,後 舌 音(backvowel)と 解 して お く.

6b.6itan・i':Gabain氏 は こ こ をOYT'YYと 読 み,こ れ が サ ンス ク リ ッ トの

jeta「印 章 」か,jatyaな い しそ の ヴ ァ リア ン トjataya「高 貴 な」と関 連 づ け ら れ る

と した.し か し,私 は この 見 解 には 従 え な い.こ れ に対 してZieme氏 は,こ の

(ll)Rachewiltz1983,pp.273-274.

(12)ED,p.136.

(13)Zieme&Karal978,p.216;『 阿 毘 達 磨 』2,p.261.
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箇 所 を むYT'NYと 読 み,モ ン ゴル 語 の 動 詞6ida一 「～で きる」に 一nが つ い て 副

動 詞 形 とな り,こ れ に三 人称 の 人称 語 尾 が付 い た もの と解 釈 し,こ の語 に対 し

て 「固 い」とい う訳 語 を与 え た..そ の上 で,「 そ の 堅 固 さが 卓 越 した セ チ ェ ン=カ
ほ ユ　

ア ン(Se6enXaγan,dessenFestigkeitbesondersist)」 と訳 して い る.写 真 を見 る 限

りで は,こ の 箇 所 を6YT'NYと 読 む こ とは可 能 で,私 は そ のZie皿e氏 の読 み

に は従 い たい.た だ し,6itanに 対 す る私 の解 釈 は,モ ン ゴル 語 で 解 こ う とす る

Zieme氏 の それ とは異 な る.

6itanと い う語 は,13世 紀 中 頃 に安 蔵(uig.An-tsang)が ウ イ グ ル 語 訳 し た

『大 方 広 仏 華 厳 経 』(大正 蔵No.293,Vol.10,pp.661-851)の 中 に在 証 さ れ る 二

alqubodistv-lar-nfngbkyrp6itan-lar-inyarutur-lartuYurur-lar.こ れ に対 応 す る

漢 訳 は,「 登 明 一切 菩 薩 堅 固 志」で あ る 。 ウイ グ ル訳 の6itanに 対 応 す る漢 語 は,

明 ら か に 「志 」で あ り,ウ イ グ ル 語 テ キ ス トを 解 読 した 百 濟 ・小 田両 氏 は,
ロ ら　

「一切の菩薩たちの堅固な志を明るくし」と訳 している.両 氏 は,こ の こitan

が漢訳の「志」に対応 していることか ら,サ ンスクリッ トのcetanaに 由来す

るものと考えた.仏 教サ ンスクリッ トのcetanaと は,中 村元『仏教語大辞典』

(p.540b)に よれば,「心の動機づけの作用;心 がある方面 に動機づ けられ る

こと;志 向;意 志の発動;思 うという精神上の動作」という意味 を持つ.

従って私は,こ こで我々のテキス トに見える6itanが,ウ イグル語訳『大方広仏

華厳経』の6itanと 同 じくサンスクリットのcetanaに 由来するもので,こ れ

に三人称の人称語尾がついた ものと判断 し,モ ンゴル語で解こうとするZieme

説には従わない.確 かに,モ ンゴル時代,モ ンゴル語仏教文献にはウイグル語

に由来す る仏教語彙が大量 に取 り入れられる一方で,ウ イグル語仏教文献にも

モンゴル語からの借用語が見 られるようになる.し かし,そ れは数 としては極

めて少な く,や はりここはサ ンスクリットで解 く方が自然である.

(14)β πXIII,p.180,n.5Ll5.

(15)百 濟&小 田1983,p.188,11.49-52,p.192.
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な お,付 言 す れ ば,こ こ で6itanな ど とい う耳 慣 れ な い サ ンス ク リ ッ トが あ

え て選 ば れた の は,4～10行 目が 語 頭音 ひ で 始 ま る頭 韻 四 行 詩 の一 節 で あ り,

頭 韻 を揃 え る た め に は ひ で始 ま る語 が 来 な け れ ば な らな か っ た か ら で あ る.

以 上 の論 を踏 ま え れ ば,こ こで は6itanは サ ン ス ク リ ッ ト起 源 と考 え,「 意 志 」

と訳 す べ きで あ る.

8.stimanqa予an:周 知 の よ う に ク ビ ラ イ の 誼 号 で 「賢 い カ ア ン」の 意 。 ク ビ

ラ イ は至 元31(1294)年 正 月 に死 去 した が,テ ム ル が 即 位 した 一 ヶ 月後 の 同

ロ 　　

年5月 に,モ ン ゴ ル語 で 「醇 禅 皇 帝 」 とい う認 号 が 贈 られ て い る.

10.Einkim=ク ビ ラ イの 次 子 チ ン キ ム.母 は コ ンギ ラ トQonggirad氏 出 身 の

チ ャ ブ イ(こabUi昭 容 順 聖 皇 后).ta蝉 は 漢 語 「太 子 」の音 写.彼 は,至 元10

(1273)年 に皇 太 子 とな っ て お り,至 元22(1285)年 に 死 去 した.テ ム ル は,

チ ン キ ム とそ の后 コ コ ジ ン=カ トン(K6keJinQatun徽 仁 裕 聖 皇 后)と の 問 に 生

まれ て い る.

さて,こ こで 問題 とな るの が,モ ン ゴル 帝 国の 創 始者 た るチ ンギ ス=カ ン と,

そ の 孫 で 大 元 ウ ル ス を建 設 し た ク ビ ラ イ の二 人 は別 に して,大 カ ア ン とな る

こ とな く皇 太 子 の ま ま早 逝 した テ ム ル の 父 親 で あ るチ ンキ ムが,や や 奇 妙 に

もチ ンギ ス や ク ビ ラ イ と同 列 に こ こで言 及 され て い る こ とであ る.実 は,漢 文

史 料 に も この よ うな事 例 が 見 られ る.テ ム ル は即 位 して か ら一 ヶ月後 の至 元31
くユの

(1294)年5月 に 早 速,チ ン キ ム を 「文 恵 明 孝 皇 帝 」と追 尊 す る と と もに,テ ム

ロの
ル即位の詔 にはチンギス(太 祖聖武皇帝),ク ビライ(先 皇帝)だ けでなく,

チンキム(昭 考)も 言及されている.テ ムルの大カアン即位の正統性を強調す

るために,何 故わざわざチンキムがここで言及されなければならないのであ

ろうか.

(16)『 元 史 」巻17,世 祖 本 紀,至 元31年5月 戊 午 条(p.377).以 下,本 稿 に お い て

「元 史 』の 記 事 を引 用 す る 際,全 て 中華 書 局 の標 点 本 に 拠 り,そ の 頁 数 も付 記 す る.

(17)『 元 史j巻18,成 宗 本 紀,至 元31年5月 戊 午 条(p.383)。

(18)『 元 史 」巻18,成 宗 本 紀,至 元31年4月 甲午 条(p.381).
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これは,テ ムルの実母であったココジン=カ トンの意志が強 く反映されてい

るからと思われる.コ コジン=カ トンはコンギラト氏出身で,ク ビライの死去

に伴って1294年 に上都で開催されたクリルタイを監国 として取 り仕切 り,

テムル政権の発足に当たっては,チ ンキムのケシク長であったオルジェイ

61jeiを 中心として,主 要な宰相はチンキムのケシクにあった者で固めるなど,
ロ の

彼 女 の 意 向 が 強 く影 響 して い る.ま た,テ ム ル が 病 気 で 政 務 を執 る こ とが不

可 能 で あ っ た こ と もあ り,彼 女 は皇 太 后 と し て 宮 廷 に お い て 一 切 の 権 限 を

握 っ た(Cf.TextB,語 注2).テ ム ル 政 権 を動 か して い た の は 事 実 上 コ コ ジ

ン=カ トンで あ った と考 え て 大過 な い,た だ,こ こで 注 意 しな け れ ば な ら ない

の は,彼 女 の 夫 で あ る チ ンキ ム は 実 際 に は 大 カ ア ン に は な らず,本 来 な ら コ

コジ ン=カ トン は 「皇 太 后 」の 資 格 を有 しな い こ と で あ る.彼 女 が テ ム ル政 権 の

実 権 を握 る に は そ れ だ けの 正 当性 が必 要 で あ り,実 際 に は大 カ ア ン(=皇 帝)に

即 位 しな か っ た チ ンキム を大 カア ン と同列 に置 くこ とで,自 らの 「皇 太 后 」と し

て の 正 当性 を確 固 た る もの に しよ う と した の で は な か ろ うか.そ の よ う な コ

コ ジ ン=カ トンの 意 図 が こ こ に表 れ た もの と思 わ れ る.

11・12.tikti9・k5taplaMmigmaxasanpadiqan:こ こ に見 え るmaxasanpadiに

つ い て,Gabain氏 は,赤 沼 智 善 『印 度 仏 教 固 有 名 詞 辞 典 』(p.578b)に 拠 り,

これ が サ ンス ク リ ッ トのMahasanpadiを 写 した もの で あ る と した.こ れ に対

してFranke氏 は,Gabain説 に拠 らず,maxasanpadiと は,1278年 にパ クパ

が 皇 太 子 チ ン キ ム の 要 請 に 応 じて 著 した,仏 教 の世 界 観 ・修 行 法 等 を コ ンパ

ク トに ま とめ た 書 物 『彰 所 知 論 』(tib.Shes-byarab-gsal)に お い て,仏 教 世 界

　　の

の 全 て の王 の祖 と して登 場 す る 伝 説 の 「大 三 末 多 王 」に 当 た る こ とを 指摘 した.

私 はFranke説 が 基 本 的 に は正 しい と考 え る.た だ し,Franke氏 は,「 大 三 末

多 王 」 をサ ンス ク リ ッ トの*Mahasamadiに 還 元 して い た が,こ れ は誤 りで

(19)片 山1983,pp.47-60;杉 山1995.pp.100-102.

(20)Franke1978b,p。68,n.137.
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あ っ た.そ う で は な く,Zieme氏 の 言 う よ う に,*Mahasarpmataに 当 た る と

く　の

考 え る の が 正 しい.

上 の よ うにmaxasanpadiが 「大 三 末 多 王 」に 当 た る と見 る 考 え が 正 しい こ

とは,『 彰 所 知 論 』の チ ベ ッ ト語 テ キ ス トを 見 れ ば 一 目瞭 然 で あ る.即 ち,

チ ベ ッ ト語 テ キ ス トで は 「大 三 末 多 王 」は,rgyal-pomang-posbkur-ba「 多 く

ほの
の 人 々 が 尊 敬 す る王 」 と表 現 され てお り,こ れ は 他 な らぬMahasammata王

の こ とで あ る.こ こ で我 々 の テ キ ス トを見 て み る と,maxasanpadiに か か る

Uka9-kataplattlmi'g「 多 くの 人 々 に認 め ら れ た 」と い う修 飾 語 句 が,チ ベ ッ ト

語 テ キ ス トの 「多 くの 人 々 が 尊 敬 す る(王)」 とい う表 現 と対 応 して い るの に

気 付 くで あ ろ う.
なぞら

要 す る に,こ こ で テ ム ル は,Mahasammata(大 三 末 多)王 に擬 え ら れて い るの

で あ る.Mahasaipmata王 は漢 訳 仏 典 で は 「衆 許 摩 詞 帝 」な ど と訳 さ れ,民 衆 に

よっ て選 挙 され,承 認 され て 帝王 とな った 人 と され る.こ こでMahasalpmata王

が わ ざわ ざ言 及 され て い るの は,テ ム ル が 実 際 に1294年 に上 都 で 開 催 され た

ク リ ル タ イ で大 カ ア ンに 選 出 され た こ と を暗 示 して い る と考 え る こ と もで き

る の で は な か ろ う か.仏 典 出 版 の 主 体 は,テ ム ル を 転 輪 聖 王 の 一 種 で あ る

Mahasarpmata王 に擬 え る こ と に よっ て,大 カ ア ンの 王 権 に対 す る 権 威 付 け を

行 い,ま た テ ム ル の 正 統 性 を誇 示 す る 意 図 か ら,こ の よ うな 文 言 を こ こ に書

き入 れ た もの と考 え る こ とが で き よ う.

14.BWY§:Gabain氏 は モ ンゴル 語btigUrgel「 苦 悩 」の語 幹 で あ る と したが,

推 測 の域 を 出 な い.仮 にBW§Y「 布 施 」の 誤 りで あ れ ば,こ こ は 「布 施 心 を持

っ 」 と訳 せ る.

(21)Zieme1992,p.75.

(22)王1999,p.373.
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17・18.dimtirqayani'duqstiU瓢n軌ajFan・ningorun.tao且urup:orunと は 「場 所,

く　お

位,王 座 」の 意.「 セ チ ェ ン=カ ア ンの位 」とは,大 元 ウ ルス の 大 カア ンの位 を言

う もの で あ ろ う.詳 細 は第3章 にお い て述 べ る が,U4688[THS63]出 版 の歴

史 的背 景 を明 らか に す る手 掛 か り とな る箇 所 で あ る.な お,*Ugl92[TMM

l82]の1行 目 もテ ムル の 即 位 に言 及 して い る(C£TextB,語 注1a).

18a.ikinti:「 第2の,二 番 目の 」の 意.U4688[TIIS63]の 出 版 年 代 を 明

らか にす る 上 で重 要 な箇 所 で あ る.Gabain氏 は,ikintiの 後 にyfl「 年 」とい う

語 が 続 くと推 定 した.た だ しGabain氏 は,U4688[TIIS63]の 年 代 に つ い

て は,こ れ が テ ム ル が 生 存 して い る 問 に 書 か れ た,と 指 摘 す る に 止 ま っ た.

Gabain氏 の 後 に こ の 年 代 に つ い て 論 じた の はZieme氏 で あ っ た.氏 は

ikintiの 後 にyilが 続 く とい うGabain説 を踏 襲 し,更 に そ の 後 に 「印 刷 し

エ　の

た 」とい う よ うな 文 言 が 続 く と考 え,出 版 年 代 を1296年 に比 定 し た.つ ま

りZieme氏 は,U4688[TIIS63]の 年 代 が テ ム ル が 即 位 して か ら二 年 後

で あ る と考 え,1294年 に2年 を 加 算 して,1296年 に 出版 さ れ た も の と 考

え た の で あ る.

私 もGabain氏 と同様,ikintiの 後 にyi'1が 来 る可 能性 は極 め て 高 い と考 え る.

た だ,ikintiと い う語 に 関 してZieme氏 の 解 釈 は果 た して 可 能 で あ ろ うか.

そ もそ も ウ イ グ ル語 の ㎞tiと は,あ くま で も「第2の,二 番 目の 」とい う意 味

で あ る.従 っ て,テ ム ル が 即 位 した1294年 を 「最 初 の 年(firstyear)」 と し,

そ の 次 の 年,つ ま り1295年 こそ が 「第2の 年(secondyear)」 に 当 た る と考 え る

方 が 正 し く,私 は,U4688[THS63]の 年 代 を,Zieme説 を訂 正 して1295年

に比 定 した い.

(23)ED,p.233.

(24)Ziemel981,p388;ツ イ ー メ&百 濟1985,p.30;Z童eme1992,p.74,
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TextB

[文 書 番 号]*Ugl92[THIMl82]

[研 究]Senkaya1989

[写 真]S瓠kayal989
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orun-taoluruyrliqami'首:agiramaki蓉iuluγqatun-i

buluγanqatun・:・

ada-liγ 皿unit五g6dt註qolu-ta:ada-taumuγbolup

araturda～lf:adaqsong-inta〃/〃

umuYbol予u-qatiltaγPWL///〃

xungtayxiu-luγ6gana-tatuγm驚blgUrmiヨ ÷

kimolal亘u-tak6titmi蓉a予frbuyan-liγ:atruqI6r肛 血i蓉

こinggi名qanulaγ 一lnta:ayiγ 一liγqanbolマu-qaaltfnこkaz-

ig-t註:aka蓉 一tinil1血 蓉adin乙fγb豆g並rmiヨ ・:・

k6nit6rO-1肛gyrlfqan～lu～ 三ikgngUl-IUg:k6titmi蓉uluYbuyan-hY

qaγanqan-imz:k6且it6rU一 こaarqa乙ambudivipul臆 一uγ:

k赴zatiparksinipilan{iru予ur-ta・:・

atruqt6rUmi蓉adinこfγiduqbo

qaγanqanimizbirla:a≧unlarsayu藝 皿a蓉ukalmi蓉abiya孝

//〃/lig-intin:興mti獣alqu-tak6tidipa1亡unuruγ1ari〃 〃/

[頭 韻 四 行 詩 形 式]

a一〃〃/orun-taoluruylliqami● 蓉

aghamaki蓉iuluγ ～iaulnイBuluγanqaωn
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ada一 登γm皿nnag6dtaqolu-ta

ada-taumuγboluparaturda乙f

adaqsong-inta〃 〃/umuγbol予u-qa曲aγPWL〃/〃

.a一〃/〃xungtayxiu-luγ6ga皿a-tatuγmi驚blgα 血 善

㎞ol

al"u-tak6titlni蓉a予irbuyan-ffY

ソ

aζruqt6r血 血 蓉Cinggi4qanulaγ 血ta

ayi'γ一轡qanbolYu-qaaiti'n～lkaZig一 綴

雄 曲 ㎞ ヨad塒blg9㎜il

k6nit6r髄 一lngy血qan～ 三u～likgng直1-1亘g

k6dImi蓉uluγbuyan-1iγqaγanqaMmz

k6nit6r〔1一～iaarqa～三ambudivipulu蓉 一uγ

kOz甑P湿 【s血ipil勘Uruヤur-ta

a⑳qt6rUmi蓉adin～liγiduqboqaγanqani'1皿i'zbh'la

a≧unlarsayu鋤a§uka1【ni蓉abiya孝 〃/〃lig-intin

鋤ti話ialqu-tak6dφpaltunuruγ1a直 〃/〃

[和 訳]

(テ ム ル は)位 に お就 きに な っ た.

大 カ トンは ブ ル ガ ン=カ トンで あ る.
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災難あるこのような時に,

災難において救いとなり,間 に留まるであろう.

最後に・救 いとなるために原因・・

皇太后(の 位)を 持つ母において生 まれ現れた.

全てにおいて超越 した重 き功徳を持ち,

卓越 して生 まれたチンギス=カ ンの王統において

威厳あるカンとなるために,第6番 目において

虚空より下 り,特 別に現れた.

正 しい法を持ち,慈 悲心を持ち,

超越 した大いなる功徳を持つ我らがカアン陛下が,

正 しい法に従って全閻浮提国を

守 り,支 酉己する時に,

卓越 して生 まれた特別で神聖なこの我 らがカアン陛下とともに,

生まれ変わる度に慈 しみ合って来た習慣・・

今,全 てにおいて超越 し,黄 金[種 族]・・

[語注]

la.orun-tao亘uruyH1qan盛 踏:「 位 に お就 き にな っ た」 と訳 す.そ の主 語 は,

Se質kaya氏 と 同様 に私 もテ ム ル で あ る と解 して お きた い.

1b.a幽ma㎞i:Se雌aya氏 と同 じ く,サ ン ス ク リ ッ トのag㎜ahi§i「 后 」に

由来 す る もの と考 え る.

2.bu璽u予 鋤gatun:ブ ル ガ ン=カ トン.バ ヤ ウ トBaya'ud氏 出 身 で,テ ム ル

の 后.テ ム ル の実 母 で あ る コ ンギ ラ ト氏 の コ コ ジ ン=カ トンが 大 徳4(1300)年
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に死去すると,テ ムルは病気で政務を執ることが不可能であったこともあ り,

彼女が宮廷で一切の権限を握ることになった.そ れに伴って,1302～1303年

にかけて,コ ンギラト派の宰相のほとんどが交替 し,バ ヤウ ト派で占め られる
く　の

こ と にな る。 こ の よ う にブ ル ガ ン=カ トンが 第 一 皇 后 と して 実権 を握 っ た の は

1300年 以 降 で あ り,こ こ に ブ ル ガ ン=カ トンの名 が あ か ら さ ま に現 れ る こ と に

疑 問 が 残 る.*U9192[TlllM182]の 年 代 はU4688[THS63]の そ れ よ り も若

干 後(1300年 以 降)で あ る可 能 性 も残 して お きた い.

6.xungtayxiu:漢 語 の 「皇 太 后 」の 音 写.こ こ で の 皇 太 后 とは,疑 い な く

コ コ ジ ン=カ トン を指 す.彼 女 は コ ンギ ラ ト氏 出 身 で ,チ ンキ ム の 后,テ ム ル

の 実 母 で あ っ た.1294年4月,テ ム ル は 上 都 の ク リル タ イ で大 カ ア ン に推 戴

され るが,こ の ク リル タ イ は コ コ ジ ン=カ トンが 監 国 と して上 都 で 開 催 した も

の で あ っ た.彼 女 はテ ム ル の即 位 と と もに皇 太 后 と な っ た(Cf.TextA,語 注

10)が,1300年 に死 去 す る ま で,病 気 が ち で あ った大 カ ア ンの テ ムル を抑 え,

実 権 を握 っ て い た.

8・9.a置伽 さk蕊zig・t謎:Cf.TextA,語 注5.

11・12・k6nit6rU・E5ar可aEambudivipulu9・uγktizljtiptirksinipi15nilr:

6ambudivipと は サ ンス ク リ ッ トのjambudvipa(閻 浮 提)か ら の借 用 語.閻 浮

提 とは 我 々 の 住 む世 界 を意 味 し,南 贈 部 州 と も呼 ばれ る.こ こで テ ム ル が 仏法

に よ っ て 閻浮 提 を守 る とい う こ とが 述 べ られて い るが,こ れ は明 らか に転 輪 聖

王 の 特 徴 を述 べ た もの で あ る.転 輪 聖 王 とは正 義 を もっ て世 界 を治 め る王 で,

金 ・銀 ・銅 ・鉄 の4種 類 が あ り,金 輪 王 は 四 大 洲 全 て を治 め,鉄 輪 王 は 閻 浮

け の なぞら

提のみを治めるという.つ まりここでテムルは転輪聖王に擬えられているので

ある.実 は最近の研究でクビライ時代,パ クパがクビライを転輪聖王に擬える
く　アラ

ことによって大カアンの王権強化を図っていた事実が明らかになりつつある.

(25)植 松1968,PP.50-54.

(26)『 岩 波 仏 教 辞 典 』東 京,岩 波 書 店,1989,pp.599-600.

(27)FπmkeI978b;中 村(淳)1993;石 濱1994;中 村(淳)1997,pp.130-i37.

(65)



テ ム ル が ク ビ ラ イ同 様,転 輪 聖 王 と され て い る事 実 は極 め て重 要 で あ る.こ の

こ とにつ い て は,本 稿 第3章 にお い て 述 べ る.

14.qaγ 鋤qa疽 ㎞耽:当 然 な が らテ ム ル を指 す.し か し,こ こで注 意 す べ きこ

と は,テ ム ル が,U4688[TIIS63]で はtamOrqaγanと そ の実 名 が 表 記 さ れ て

い るの に対 し,こ こで はqaγanqanと され て い る こ とで あ る.た だ,他 の ウイ

グル 語 印 刷 仏 典 の 奥 書 で は,治 世 中の大 カ ア ンの 実 名 が書 か れ る こ とは な く,

qaγanqanと の み表 記 され る 方 が む しろ普 通 で あ る.

第2章 ウ イ グ ル 語 印 刷 仏 典 の 年 代 と 出 版 地

(1)ウ イ グ ル 語 印 刷 仏 典 の 年 代 の 上 限 一 「中 都(ごungdu)」 問 題 一

第1章 の 訳 注 にお い て,私 はU4688[TIIS63]・*U9192[TIIIMl82]

の 出 版 年代 に つ い て 議 論 し たが,こ こ で そ の 議 論 を 総 括 して お きた い.私 は

U4688[TIIS63]の 年 代 を,テ ムル が 即 位 した 翌 年 の1295年 に確 定 して い

た(TextA,語 注18).一 方,*U9192[TIIIMl82]に は,直 接 そ の 出 版 年 代

を示 す 日付 は記 され て い な い.し か し,内 容 的 に は 両 者 と もテ ム ル の 即 位 に

言 及 し て い る点 で は共 通 して い る こ とか ら,*U9192[TIIIM182]の 年 代

はU4688[TIIS63]と ほ ぼ 同 時 期 で あ る と考 え ら れ る,た だ し,*Ugl92

[TIIIMl82]に はバ ヤ ウ ト氏 出 身 の ブ ル ガ ン=カ トンの 名 が 明 記 さ れ て い

る こ と か ら,*U9192[TIIIM182]の 方 が 若 干 年 代 が 下 る可 能 性 も排 除 し

な い(TextB,語 注2).

こ れ ら二 つ の奥 書 の 関 係 に つ い て,U4688[TIIS63]と*Ugl92[TIIIM

182]と を比 較 して み る と,三 つ 折 りに され た 折 本 の一 面 当 た りの行 数 の 相 違

(U4688[TIIS63]は6行,*Ugl92[TIIIMl82]は5行),句 読 点 の打 ち方 の

相 違(*U9192[TIIIM182]は4点 の 句 読 点 に よ っ て頭 韻 四 行 詩 の 一 節 の終 わ

りを表 示 す るが,U4688[TIIS63]に は そ れ が 見 られ な い)や,字 体 の 相 違

が 見 ら れ る.一 つ の版 本 の 中 で は普 通,行 数 ・句 読 点 ・字 体 は基 本 的 に統 一 さ

れ る の で,両 者 が 元 々 同一 版 本 に属 して い た 可 能 性 は低 く,Sertkaya氏 も指 摘
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く　どラ

す る通 り,別 々の 版 に属 して い た と見 なす の が 自然 で あ ろ う.第3章 にお いて

も述 べ る よ う に,私 はU4688[THS63]・*Ugl92[THIM182]が テ ム ル の即

位 を記 念 して 出 版 され た ウイ グル語 印刷 仏 典 の奥 書 であ っ た と考 え て い るが,

テ ム ル が 即 位 した 際 に,数 種 類(少 な く と も2種 類 以上)の ウ イ グ ル語 印 刷 仏 典

が 刊 行 さ れ,そ の 中 の あ る 一 つ の 仏 典 の奥 書 がU4688[THS63],そ れ とは別

の 種 類 の仏 典 の奥 書 が*U9192[TUIM182]だ っ たの で は な い か と推 測 す る.

と ころ で,ウ イグ ル語 版 本 の 年代 につ い て は,か つ てCarter氏 が13世 紀 ～14

　　　ラ

世紀初めに属するとの見解を表明して以来,学 界ではほぼ13～ 正4世紀,つ まり
くヨの

モンゴル時代に当たるとの見方が一般的となった.そ して,こ れを決定的にし

たのが,Zieme氏 の研究であった.Zie皿e氏 は,ド イツ隊が持ち帰った トゥル

ファン収集品に含 まれるウイグル語印刷仏典の奥書で日付 を持つもの9点 を
1

(31)

集め,そ れら全てを13～14世 紀に年代比定 した.ウ イグル語印刷仏典の奥

書で使用される日付 は,多 くの場合,十 二支 と十干 を組み合わせた ものであ
り の

る が,こ こ で は,ツ ィ ー メ&百 濟1985に よ り,百 濟 氏 が 発 見 した1点 を含 む

10点 を以 下 に列 挙 して み よ う.

①1248年:戊 申 の年6月8日,Buyan乙oγBax蓉iが 中都 の 弘 法 寺 で6種 の

経 典 を出 版

②1295年:既 述(Zieme論 文 で は1296年 とな って い る)

③1302年:壬 寅 の年7月 に 翫 ㎜5αη28π'を大 都 の 白塔 寺 で 出 版

④1313年:癸 丑の年6月1日 に 謎 γTiginが 『北 斗 七星 延命経 』を1000部 出版

(28)Sertkayal989,p.189.

(29)カ ー タ ー(著)/薮 内&石 橋(訳 注)lg77,p.45.た だ し,Caner氏 は,敦 煙 出 土 文

献 に つ い てPeHiot氏 か ら様 々 な情 報 を得 て い たの で,Peniot氏 も 同様 の 見 解 を持 って

い た と考 えて よい で あ ろ う.

(30)例 え ば,Gabain1967,p.17;Ligetil971,pp.295-296.

(31)Zieme置981.

(32)ツ イー メ&百 濟1985,pp.30.31.
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⑤1330年:庚 午 の年8月1日 に §副dが 観音 菩 薩 に祈 る仏教 詩 を1000部 出版

⑥1333年:癸 酉 の年5月15日,普 慶 寺(Pロ㎞gsi)でAv伽 妨凶 備`置漁 を

出版

⑦1336年:丙 子 の 年ll月1日B6hBuqaが 出 版

⑧1347年:丁 亥 の 年 正 月,TanguこaqTuが 出版

⑨1347年:丁 亥 の 年,BodiTuvaこa§naが 出版

⑩1361年:至 正21年,丑 年3月1日 に,甘 州 で 出版

さて,こ こ に示 した10点 の うち,② に つ いて は既 に私 がZieme説 を訂 正 し,

③ ～⑩ の 年 代 比 定 つ い て は異 論 が な いが,1248年 とす る① の年 代 だ け は 未 だ

議 論 の 一 致 を見 て い な い.そ こで 私 は,① の 年 代 を確 定 す る こ と を試 み た い.

① はU4791[TM36]の 文 書 番号 を持 つ 印刷 仏 典 の奥 書 で あ り,Buyan60γ

Bax9'iな る 人物 が,戊 申の 年 に 中都(6ungdu)の 弘 法 寺(Xungvasi)に お い て6種

類 の経 典 を 出版 させ た経 緯 が 記 され て い る.こ れ,につ い て はZieme氏 が 解 読 し
くヨの

たテキス トが発表されている.

奥書 に見える「戊申の年」について,Zieme氏 は初め,ウ イグル語印刷仏典が

モンゴル時代に属するとの前提に立ち,可 能性としては1248・1308・1368年 の

いずれかが考えられるとしながらも,最 終的には1248年 と結論 していた.と い

うのも,Buyanこoγ の仏典が印刷 された場所が中都の弘法寺 であったことに

鑑み,現 在の北京が 「中都」と呼ばれるのは金代及びクビライ時代の初めのみ

であり,大 都が建設 されてからは「中都」という呼称は現れなくなるから,1308
ほの

年や1368年 ではありえず,1248年 と考えたのである.こ れに対 して森安氏は,

上で挙げた9点 の年代のうち8点(② ～⑨)が13世 紀末～14世 紀に比定され

(33)Ziemel995196.

(34)Ziemel992,p.49.
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るのに,唯 一 ① だけが13世 紀前半なのは不 自然であるとして,① に対する
　ヨの

Zieme氏 の年代比定に疑念を表明 していた.そ の後,Zieme氏 は,森 安氏の提

案 を受け入れ,1308年 の可能性 も排除できないとして,こ れまでの見解を修
は 　ラ

正 した.Zieme氏 は,1308年 説 を採 る とす れ ば,奥 書 に 見 え るOungduと は,

金 の 首 都 で あ っ た 中都(現 在 の北 京)で は な く,1307年,武 宗 カ イ シ ャ ンが,

即 位 と同 時 に大 都 と上都 の 中 間 の地 点,つ ま り興 和 路 の オ ングチ ャ ドゥ(mong.

Ongγuこadu)の 地 に造 営 を開 始 した 新 都 「中 都 」 を指 す とい うの で あ る.た だ

Zieme氏 は,オ ン グチ ャ ドゥの 中 都 につ い ての 情 報 が 極 め て 乏 しい こ とか ら,

こ の 考 えが 説 得 力 に欠 け る こ とを 自 ら認 め て い る.

こ れ に対 して,党 氏 は,こ の 「戊 申の 年」を,1248年 で も1308年 で もな く,

は わ 　ヨゆ

1188年 に 比 定 した.ま た,『 大 元 一統 志 』の 記 事 か.ら,金 代 中都 の城 内 に は 弘

法 寺 とい う寺 院 の 存 在 が 確 認 され る か ら,ごungduは 金 の 首 都 で あ っ た 中都 の

方 を指 して い る と考 え た.党 氏 は,Zieme氏 が 発 表 した 版 本 断片MIKIII7624

(Ziemel995/96で はMIK:III23に 誤 っ て い る の で 訂 正.以 下,同)に 注 目 し

た が,こ れ は,表 面 がBuyan60γ とそ の両 親 が 左 端 に小 さ く描 か れ て い る印刷 仏

典 の 扉絵 で,裏 面 に は漢 訳 『大 般 若 波 羅蜜 多経 』巻184が 貼 り付 け られ てい る.

党 氏 に よれ ば この 『大 般 若 波 羅 蜜 多経 』は金 代 の 大 宝 集 寺 本 と完 全 に一 致 す る と

い う.一 方 で,Buyan60yの 奥 書U4791[TM36]に はBuyanこoγ が6種 類 の 仏 典

を出 版 させ た こ とが述 べ られ てい るが,そ の 中 の 一 つ に 『大 般 若 経 』が 含 まれ て

い るの で,MIKHI7624の 裏面 の 『大 般 若 波 羅 蜜 多 経 』は ま さ にBuyan60γ が 出

版 させ た 『大 般 若 経 』そ の もの に違 い ない と し,こ れ を 主 な根 拠 にBuyanこoγ が

仏 典 の 出版 を行 った のが金 代 で あ る と考 えた の であ る.つ ま り党氏 は,Buyanこoγ

が ウ イ グ ル語 仏 典 を出 版 させ た とす るZieme・ 森 安 説 に 従 わ ず,漢 語 の 仏,典を

(35)森 安1983,p。230,n.23.

(36)Zieme1992,p.49,n.240b;Zie皿e1995/96,pp.413-414,

(37)党lggg.

(38)中 華 書 局 標 点 本,p.27.
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ほ の

出版させたと考えているのである.し か しZieme氏 は,『 大般若波羅蜜多経』
は の

が版本ではな く手写されたもの(handwrittenpassage)と 言っているし,私 も現

物 を見ていないので,Buyan60Yが 出版させたのが漢語の仏典であったのか どう

か現段階では判断しないでお く.更 に党氏は,「戊申の年」が1248年 ・1308年

のいずれにおいても成立 しないことを,い くつかの根拠 を挙げて論証 しようと

しているが,Buyan60γ の仏典が1308年 にカイシャンが建造 した中都 において

出版されたとする先のZieme氏 の考えについては,1307年 に建設が開始された

中都において,大 蔵経を出版 しうるような寺院がこれほ ど短期間に建設できる

可能性は低いとし,Zieme説 を退けた.

確かに,党 氏が指摘する通 り,奥 書に見 える ごungduを カイシャンが建設

したオングチャドゥの新都 に比定するZieme説 には無理があろう.や はり,

6ungduと は金の首都であった中都,即 ち現在の北京に大都が建設された後 も,

それに隣接 して残っていた旧城の方を指 していると考えるべ きである.

ただし,そ うであるとしても,私 は党氏の1188年 説には従 うことはできない.

仮に党氏の言 うように,MIKIII7624裏 面に貼 り付けられた 『大般若波羅蜜

多経』が金代の大蔵経の版木から印刷されたものだったとしても,元 代の弘法

寺には金代の大蔵経の版木は残ってお り,そ の版木 を使って仏典が印刷 され

ることもあったのである.事 実,ク ビライ時代に弘法寺で大蔵経が出版 され
ほり

た時には,弘 法寺に保存されていた金代の版木が利用 された。従って,MIK

m7624の 裏面の 『大般若波羅蜜多経』が金代の もの と一致するからといって,

ただちにこれが金代に印刷 されたと考えることはできないのである.更 に党氏

の説に不利な材料がある.そ れは,Buyanこoγi親子が描かれているMIKM7624

の表面の扉絵の構図が金代の広勝寺本や大宝集寺本 とは異なっていることで,

(39)Zieme氏 は,1990年 に発 表 した論 文で は,Buyan60γ の 出版 させ た 仏 典 が漢 語 で あ っ

た の か 古 代 テ ユ ル ク語 で あ っ た の か 分 か らな い と言 って い た.CfZiemel990,p.38.

(40)Zieme1995196,p.410.

(41)小 川1956,p。34;竺 沙1998,pp.7一 正2.
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ぱ の

これは党氏自ら認めている.そ うなるとMIKIII7624の 裏面に貼 られた 『大般

若経』はともか く,MIKm7624そ のものが金代に出版されたと考える根拠はな

くなるのではなかろうか.私 はむしろ,Buyanこoγ をモンゴル～元代の人と考え,

彼がモンゴル時代 に仏典を出版させた時に,金 代の版木を転用 したと考える.

いわゆる 「色 目人」が中国内地に入 り,漢 語だけでなくウイグル語 ・モ ンゴル

語 ・西夏語 ・チベット語の印刷仏典を大々的に出版 し始めるようになるのはモ
く　 ヨ 　

ンゴル時代,そ れも14世 紀に入ってからであることを考えれば,Buyan60γ が

仏典の出版の施主となるのはモンゴル時代,特 に14世 紀こそが歴史学的に見て

相応 しく,決 して金代 とは考えられない.党 氏はBuyanこoγ が金代に中都に来
く　の

ていたウイグル商人であったと言 うが,そ れもあくまで推測に過ぎず,何 の根

拠 もない.党 氏の考えは誤 りであろう.

以上,1188年 説が成立しないことを論じたが,1248年 説 も党氏の言うように

成立しないとすれば,こ の問題をいかに解決すべ きか.結 論から言えば,私 は

「戊申の年」を1308年 に,ごungduを 金の首都であった中都に比定する.た だ,

『元史』を始めとする漢文史料では,大 都が完成 して以降,金 の首都であった中
じ　らラ

都 の都城は常に 「南城」や 「旧城」と呼ばれ,「 中都」とは呼ばれな くなる.

従って,1308年 説が成立するためには,大 都が完成 してからも依然として金の

中都の都城が 「中都」と呼ばれていたことを証明する必要があるのである.

(42)党1999,p.112,

(43)例 え ば,1315年,白 蓮 教 の 嗣 教 陳 覚 琳 が 「毘 盧 大 蔵 経 」を 出版 した が,こ の 時,

ク ビラ イ に仕 え,ジ ャ ワ遠 征 に 参 加 した こ と で知 られ る ウ イ グ ル 出 身 の イ グ ミ シ ュ

(u孟g.1γm鋤 が 「都 大 勧 縁 栄 禄 大 夫 呉 国 公 亦 黒 迷 失 」 と して,こ の 出 版 事 業 の 監 督

者 とな っ て い る.イ グ ミ シ ュ 自身 も相 当 の 額 の 経 済 的 援 助 を行 っ た に違 い な い.

ま た,14世 紀 前 半,管 主 八 な る 人物 が,江 南 にお い て,国 家 事 業 と して 大 規 模 な漢

語 ・西 夏 語 ・チ ベ ッ ト語 大 蔵 経 の 出 版事 業 を行 っ て い た事 実 も あ る.こ の人 物 もそ の

名 か ら判 断 す る 限 り非 漢 人 で あ る こ とは 疑 い な い.Cf常 盤1939;小 川1943;小 川1956,

P.35;北 村1981.

(44)党1999,p.ll2.

(45)渡 辺1999.
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実は,14世 紀 になっても金の中都の都城が依然 として 「中都」と呼ばれてい

たことを裏付ける史料が,ラ シー ド『集史』に存在する.該 当箇所をBoyle氏 の
　　　　

英訳によって引用してみよう.

Heestablishedhissummerresidencein重hetownofKhan-Ba至fq,whichin

KhitayaniscalledJungduandwhichhadbeenoneofthecapita童softheru豆ers

ofKhitai.

この 史 料 は ク ビ ラ イが 「カ ンバ リ ク」に夏 営 地 を置 い た こ と を述 べ て い る も

の で あ る.こ こ で ラ シ ー ドの 言 うJungduが 金 の 中 都 を指 して い る こ と は問 題

な い.と こ ろ で,ラ シ ー ド 『集 史 』の 中 で は,カ ンバ リ ク(tUrk.QanBali'q)と

は常 に 中都 の都 城 の み を指 し,一 方 で,新 た に造 営 さ れ た 大 都 はDaidrtと 呼

け の

ばれ,両 者は明 らかに区別 されている.ラ シー ドが『集史』を完成 させたのは

1310～1311年 であ り,そ こには大元 ウルスからやって来たPtiladな る人物

から得た情報 も含 まれている.カ ンバリクが漢人の問では中都と呼ばれてい

るというラシー ドの記録は,14世 紀初め,ま さにラシー ドと同時代の大元ウ

ルスの状況 を反映 した ものであると見て間違 いあるまい.従 って,旧 中都の

都城は,14世 紀に入 り,漢 文の公式の記録には「南城」や 「旧城」と呼ばれる

ようになって も,一 般的には依然 として中都 とも呼ばれていたことがこれで

証明されるのである.

(46)Boylel971,p.274.

(47)宇 野&村 岡&松 田1999,pp。19-20,n.9.
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以 上 よ り私 は,U4791[TM36]の 「戊 申の 年 」を1308年 に,eungduを 金 の

け き　

首都であった中都の都城に,そ れぞれ比定したい.こ れで,ウ イグル語印刷仏

典の奥書で現段階で年代が判明するもので,13世 紀前半に遡るものは一点もな

くなったことになる.従 って,我 々は,従 来13～14世 紀とやや広 く考えられ

ていたウイグル語印刷仏典の年代 をより限定 して,13世 紀後半～14世 紀 中葉

(大元ウルス滅亡 まで)と することができるであろう.

(2)U4688[TIIS63]・*U9192[TIIIM182]の 出版地

次にU4688[T皿S63]・*U9192[TIIIM182]の 出版地について検討 してみ

よう.ウ イグル語印刷仏典の出版地については,現 在,大 都地区を中心 とした

中国内地 と考えるのが一般的な見方 となっている.先 に紹介 した奥書10点 の

うち,③ は奥書に 「大都にある白い塔 を持つ大寺院において」出版がなされた

とある.「白い塔を持つ大寺院」とはクビライが大都に建立した,チ ベ ット式の

白いス トゥーパ を持つ勅建寺院,大 聖寿万安寺(現 在の北京の妙応寺)に他なら
く　の

な い.更 に,⑥ の 奥 書 に見 えるPu㎞gsiに つ いて,Zieme・ 百 濟 両 氏 は,14世

　ら　ラ

紀初めにテムルが大都に建立 した勅建寺院,大 承華普慶寺に比定 した.ま た,

本稿の注48で も紹介 したU4217[TIIT623]は 中都で印刷 されたとあ り,

(48)U4791[TM36]以 外 に も う一 点,中 都 で 出 版 され た こ と を記 す 頭 韻 四行 詩 で書 か

れ た ウ イ グ ル語 印 刷 仏典 の 奥書U4217[TIIT623]が あ る[β7TXIH,No54,p.182].

yrlfqanδuこfkgng丘1一雌gqan-rmz:慈 悲 心 を持 つ 我 らが カ ンが,

yapa-qaas魏qilγuU甜n:全 て の 人々 に利 益 を なす た め に,

yrhγUza6ungdu-ta:勅 命 に よ って,中 都 にお い て

yan9囮itamγa-qaoyOurdi新 た に 印 版 に彫 らせ た,

これ ま で 論 じて 来 た こ と を踏 ま え れ ば,こ こ で 言 及 さ れ て い る 中都 もや は り,オ ン

グ チ ャ ド ゥで は な く金 の 首 都 で あ っ た 中 都 の 方 を指 し,出 版 され た 年 代 は13世 紀 後

半 ～i4世 紀 中 葉 で あ っ た可 能性 が 高 い.

(49)ッ ィー メ&百 濟ig85,p。30.

(50)ツ ィー メ&百 濟1985,p.31.大 承 華 普 慶 寺 は,成 宗 テ ム ル に よ って 建 設 が 開始 さ

れ た 勅 建 寺 院 で あ り,1308年 に完 成 して い る.Cf中 村(淳)1999,p.65.
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これは金の首都であった旧中都城 を指 している可能性が高い.小 田氏は,文 宗

トクテムルの側近で雲南遠征 に送られるYolTamUrの 無事を,そ の妻 §arakiが
　ヨ　　

観 音 菩 薩 に祈 っ た 仏教 詩(⑤)が 大 都 に お い て 印刷 され た もの と推 測 して い る.

Franke氏 は,ク ビ ラ イ の 臣僚 の 一 人 で あ っ た ウ イ グ ル 出 身 の ム ンス ズ(uig.

Mungsuz孟 速 思)と そ の 一 族 が 描 か れ た 仏 典 の 扉 絵 は,大 都 で 印刷 され,こ れ

くら 　 ラ

が トゥルファン盆地に送 られたものと推測 したし,百 濟氏は,現 在天理図書館

に所蔵 されている敦煙出土ウイグル語文書の中に含 まれる印刷仏典がやはり中
ぐヨヨ　

国内地(特 に大都)か ら敦煙に送 られたものと考えた.

ウイグル語印刷仏典が出版 されたのは大都地区だけではない,小 川氏は,

『吐魯番考古記』に掲載されているウイグル語訳『天地八陽神呪経』の扉絵(図

版106・107)に 記されている陳寧 という刻工が,14世 紀に江南の平江路で出

版された磧砂延聖寺版の漢語の大蔵経の扉絵 に見える刻工の名と同じである
くらの

ことか ら,こ れが杭州で印刷 されたと結論 した.つ まり,現 存しているウイグ

ル語印刷仏典の中で出版地が判明するものは,た だ一点,1361年 に甘州で印刷
くら ら 　

され た こ と を示 す奥 書(⑩)を 除 い て,全 て が 中 国 内 地,そ れ もほ とん どが 大 都

地 区 な の で あ る.こ の よ うに,中 国 内 地 で大 量 に 出版 さ れ た 印刷 仏 典 が,特 に

14世 紀 前 半 に 河西 地 方 や ト ゥル フ ァ ン盆 地 に送 ら れ て い た ので あ る.

更 に,ト ゥル フ ァ ン出 土 の モ ン ゴ ル語 印刷 仏 典 の 中 で 唯 一 奥 書 を持 つ60sgi

Odsir著 『Bodhicarynvataraの 注 釈 』に は,こ れ が1312年 に大 都 の 大 聖 寿 万 安

くう 　 エ

寺 で 出版 され た こ とが 明 記 され て い る.CosgiOdsirが 頭 韻 四 行 詩 に作 詩 した
くらか

『Mahakali賛 歌』も同様に大都で出版 された と考 えてよかろう.次 稿において

(51)ノ 」、田1980,p。17.

(52)Fmnkel978a,p。39,

(53)百 濟1986,pp.133-132.(逆 頁)

(54)小 川1956,p.35;ツ イ ー メ&百 濟1985,p.32;小 田1987,pp.28-29.

(55)百 濟1984,p。81;ツ イ ー メ&百 濟1985,pp.31-32.

(56)Cleavesl954,pp,55,86,pp.128-129,n.347;Cerensodnom&Taubel993,p.21.

(57)Franke1981;Cerensodnom&Taubel993,pp.114-120.

(74)



も述べるが,14世 紀になって,モ ンゴル語仏典はウイグル語仏典の強い影響

の下,大 都地区を中心 とする中国内地 において作 られ始めたことをも考 え合

わせれば,ト ゥルファン盆地から出土 したモンゴル語印刷仏典 もそのほとん

どが大都 を中心 とする中国内地で出版 され,ト ゥルファン盆地に送 られた も

の と考えて大過ないであろう.Rachewiltz氏 も指摘す るように,元 代におい
くらおラ

て 出 版 の 一大 中心 地 は 大都 で あ っ た.以 上 を踏 まえ れ ば,U4688[TIIS63]・

*Ugl92[TIIIM182]の 出 版 地 が 大 都 で あ ろ う こ と は容 易 に推 測 で き る 。

第3章 ウイグル語 印刷 仏典出版 に対す る大元 ウル ス政府 の関与

第1章 のテキス ト・語注において見たように,U4688[THS63]・*U9192

[TIIIM182]は,テ ムルを褒め讃える修飾語句をことさらに多用 していた.
くらの

Zieme氏 が 「形 容 詞 句 の 頻 発(HaufUngvonEpitheta)」 と呼 ん だ の も頷 け る.ま た

テ ム ル が チ ンギ ス 以 降 歴 代 の 大 カ ア ンの 後 を承 け た 正 統 な大 カ ア ンで あ る こ と

なぞら

を謳い,更 には転輪聖王にも擬えていた.ウ イグル語印刷仏典の奥書の中でこ

のような形式を持つものは他には見当た らず,非 常に特異な内容を持っている

と言ってよい.
く　 　 　

ここで,元 代の出版文化に対する新 しい見方を提:示した宮氏の最近の研究に

注目したい.宮 氏は,「モンゴルが漢文化を冷遇 したため,漢 人官僚たちはその

はけ口として庶民文化に力を注いだ」とする従来の見方が誤 りで,実 際は「庶民

文化」と言われるものが実は大元ウルス政府主導の下に作 られていたことを明

らかにしつつあるが,そ の中で,14世 紀以降,1大 カアンや皇太子などの即位時

に大規模な出版事業を行うのが慣例となっていたことを明らかにした.即 ち,

大徳11(1307)年5月 にカイシャンが即位すると,そ の翌月,皇 太子 となった

(58)Rachewiltzl982,p.17.

(59)Zieme1992,p,74.

(60)宮2006は こ れ ま で の宮 氏 の研 究 を集 大 成 し た もの であ る.
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アユルバルワダの命で『大学衛義』がモ ンゴル語に翻訳され,絵 解 き本の 『孝

経』・『列女伝』とともに出版された.更 に同年8月,カ イシャンはパ クパ

文字モンゴル語訳 『孝経』の刊行 を中書省 に命 じた.こ れ らはカイシャンの

即位,ア ユルバルワダの立皇太子を記念 して,カ イシャン ・アユルバルワダ ・
し　リ

ダギ の三 者 の協 力 に よっ て 行 わ れ た 出版 事 業 で あ っ た とい う.ま た,シ デ ィバ

ラが 即 位 した 延 祐7(1320)年 の12月 に は ウ イ グル 出 身 の ク トル グ トゥル ミ

シ ユ*QutluγTurmi'vsが モ ン ゴル 語 訳 した 『大 学 術 義 』が 頒 布 され て い る.至 治

元 年 刊 の鄭 鎮 孫 『直 説 通 略 』も,シ デ ィバ ラ即 位 を記 念 して 出 版 さ れ た もの だ
く　 　ラ

と い う.こ れ らの 事 実 を踏 ま え れ ば,U4688[TIIS63]の17～18行 目に

「テ ム ル=カ ア ン は,神 聖 な セチ ェ ン=カ ア ンの 位 に 就 き,第2■ ■」とあ る し,

*U9192[TIIIMl82]の1行 目に も「(テム ル が)位 に お 就 き に な っ た」とあ り
,

両 者 と もテ ム ル の 即 位 に 言 及 して い た こ と を考 慮 す る と,こ れ ら の奥 書 を持

つ ウ イ グル 語 仏 典 が テ ム ル の 即 位 を記 念 して 出版 され た と考 え られ な い だ ろ

う か.

実 は,モ ンゴ ル 時代 の 仏教 文献 に も即 位 記 念 出 版物 と考 え られ る もの が存 在

す るの で あ る.私 が 現 時 点 で把 握 して い る 限 りで は,ア ユ ルバ ル ワ ダの即 位 を

記 念 して 出 版 さ れ た と考 え られ る モ ン ゴ ル語 印刷 仏 典 『Bodhicaryavataraの 注
く　ヨ　

釈 』と,ト ク テ ム ル の 后 で,コ ンギ ラ ト氏 出 身 の ブ ダ シ リ(卜 答 失 里*Budagiri

<skt.Buddha6直)が 太 皇 太 后 に 立 て ら れ た こ と を 記 念 して 出 版 さ れ た 漢 訳 大

ぼ の

蔵 経,い わ ゆ る 「元 官 蔵 」で あ る.ま た 松 川 氏 は,天 暦 元(1328)年,文 宗 ト

ク テ ム ルが 即 位 した 際,そ の側 近 であ っ た ウ ル ク ブ ケUrUgB6kaな る 人 物 が 施

(61)宮1998,pp.25-32.

(62)宮1999,pp.63-64.

(63)モ ン ゴ ル 語 で はBo4'5酔,α δαルoAwα'αr一 膨ηrの,∫伽rと 表 記 さ れ る.Haenisch1954;

Cleavesl954;Ce爬nsodnom&Taubel993,No.10-21,pp.75-95.

(64)小 野1930;童&方&金1984.「 元 官 蔵 」 と は,童 ・方 ・金 の 三 氏 が こ の 大 蔵 経 を

呼 ん だ 呼 称 で,私 も こ れ に 従 っ て お い た.

(76)



主となってモンゴル語 ・ウイグル語訳 『北斗七星延命経』の出版事業が行われた
こらの

可 能 性 が 高 い と指 摘 して い た.

モ ン ゴル語 印刷 仏 典 『Bodhicaryavataraの 注 釈 』つ い て は,1954年 にHaenisch

氏 とCleaves氏 が そ れ ぞ れ学 界 に紹 介 し,ト ゥ ル フ ァ ン収 集 品 の モ ン ゴル 語 印

刷 仏 典 で 唯 一奥 書 を持 っ て い た こ とで 早 くか ら注 目 され て い た.そ こ か ら この

仏 典 の 出 版 の 経 緯 をあ る程 度 知 る こ とが で き る.即 ち,ア ユ ルバ ル ワ ダが即 位

して 四 ヶ 月 後 の ブ タ(1311)年7月,60sgiOdsirな る 人物 が この 仏 典 を書 き終

え た.そ れ か ら九 ヶ月後 の 皇 慶 元(1312)年4月 に,大 都 の 大 聖 寿 万 安 寺(白

塔 寺)に お い て1000部 が刊 行 さ れ た.こ の 出版 事 業 が アユ ルバ ル ワ ダの 即 位

後 間 もな い 時期 に,ア ユ ルバ ル ワ ダ 自らの命 令 に よって 開始 され た とい う事 実,

ま た,至 元9(1273)年 に ク ビ ラ イ に よ って 建 立 され た勅 建 寺 院 大 聖寿 万 安 寺

で 印 刷 さ れ た とい う事 実 よ り,『Bodhicaryavataraの 注 釈 』が 即 位 記 念 出版 物 で

あ っ た可 能性 は 極 め て 高 い.

こ こで,ア ユ ル バ ル ワ ダ の下 で モ ン ゴ ル語 仏 典 が,し か も1000部 とい う,

当 時 と して は膨 大 な部 数 が 出版 され た 事 実 に注 意 を喚 起 して お きた い.ア ユ

ル バ ル ワ ダ時 代 の 延 祐5(1318)年,『 大 学 術 義 』が 国 家 刊 行 物 と して 出 版 ・頒

し　の

布されたことがあったが,こ の時,50部 が臣下に下賜されたに過 ぎなかった.

従来,ア ユルバルワダが漢人官僚 を抜擢 し,儒 教文化政策を大々的に行って

きたことが強調 されてきたが,杉 山正明氏が言 うように,ア ユルバルワダは

「モンゴル語 に抄訳 された漢文典籍の「さわ り」を朗読 させて よろこんでいた」

に過ぎず,儒 学尊重 も 「成宗 テムル以来の既定の路線 を踏襲 しただけ」で

あった.実 はアユルバルワダ政権の主要な宰相はその他の時期と変わりなく,

(65)こ こ で 掲 げ られ た モ ン ゴ ル 語 ・チ ベ ッ ト語 の奥 書 は いず れ も17～18世 紀 の も

の で,記 述 に も若 干 混 乱 が 見 られ る こ とか ら,史 料 の 信 葱 性 に つ い て は や や 疑 問 が

残 る 。C£ 松 川1992,pp.125-14L

(66)『 元 史 』巻18,仁 宗 本 紀,延 祐5年9月 己卯 条:「 己卯,以 行 漸 省 所 印 大 学 衙 義 五

十 部 賜 朝 臣」(p。586).

(77)



ほ の

モンゴル ・ウイグル ・ムスリムで固められていたのである.ア ユルバルワダ政

権にとって,儒 教経典よりも仏典の出版の方が遥かに重要だったに違いない.

続いて「元官蔵」についても検討を加 えたい.こ れについては,か つて小野玄
く　きク

妙氏が紹介 した後至元2(1336)年 の日付を持つ奥書部分のみが知られていた.

しかし,1979年 に雲南図書館から同じ奥書 を持つ経典32巻 が発見され,1984
　　の

年 に詳 しい 報 告 が 出 さ れ た.奥 書 に つ い て は 小 野 ・方 ・Franke氏 の 研 究 が あ
け の

るが,こ れ らの研究に拠 りつつ,奥 書 を紹介 した上で私 なりの歴史的位置付

けを与 えてみよう.奥 書には先ず願文が記 され,そ の後に鐙経 ・対経に当たっ

た仏僧,収 支その他を担当 した役人,政 府関係者の総勢54名 とその肩書 きが記

載されている.願 文から分かる通り,こ の大蔵経は,「賛天開聖仁寿徽徳宣昭貞

文慈祐儲善街慶福元太皇太后」,つ まりブダシリの発願によって出版されたもの

である.小 野氏 は,『元史』巻38,順 帝本紀,後 至元元(1335)年12月 乙丑の

条にある「奉玉冊玉宝上太皇太后,尊 号 日賛天開聖仁寿徽徳宣昭貞文慈祐儲善

術慶福元太皇太后」(p.830)と いう記事 を引用 し,こ の出来事 と大蔵経出版事
け ユラ

業との間に何らかの関連があるものと推測 したに止まったが,私 はそれを一歩

進めて,「元官蔵」がブダシリが太皇太后に立てられたことを記念 して出版され

たものと考えたい.

ところでここで注意すべきことは,こ こにその名が挙げられている政府関係者の

ほとんどが徽政院関連の肩書 きを持っており,更 には当時の大元ウルス政府の最高

権力者であったメルキ ト部出身のバヤン(伯顔*Bayan)や,撒 廼 ・伯撒里(*脱g
くフ　ラ

Salf?)・常不蘭奨 ら大元ウルス政府高官の名までが記されていることである.

徽政院とは,元 々皇太子チンキムに直属 していた讐事院がその前身で,チ ンキ

(67>杉 山1995,p。120.

(68)小 野1930.

(69)童&方&金1984.

(70)小 野1930;方1988;F臓nkel997.

(71)小 野1930,p.9.

(72)小 野1930,pp.8-9;方1988,pp.247-250;Flankel997;竺 沙1998,pp.14-15.

(78)



ムの所領地を管理する機構であった.し かし,チ ンキムが死去 し,テ ムルが即

位すると屠事院は徽政院に改められ,チ ンキムの后でテムルの母,コ ンギラ ト

氏出身のココジン=カ トン直属の機構 となったのである.こ れ以降,徽 政院は複

雑な沿革を示しながらも,一 貫 してその利権はコンギラ ト氏出身の皇后 ・皇太后
ごアヨラ

によって独 占されるのである.つ まり「元官蔵」の奥書 に記されている徽政院関

係者は全てコンギラト氏のブダシリの支配下にあった臣僚であることになる.

また,バ ヤンを始めとして撒廻 ・伯撒里 ・常不蘭奨 らの政府高官はいずれ も

ブダシリの側近である.つ まり,「元官蔵」出版の実情は,ブ ダシリが太皇太后

に立てられたことを記念 して,「 コンギラト派」,即 ちブダシリを頂点として,

バヤンら政府高官及び徽政院関係者全体によって行われた一大出版事業だった

のである.

以上の事例をも踏 まえ,私 は,U4688[THS63]・*Ugl92[TmM182]が

テムルの即位を記念 して出版 されたウイグル語仏典の奥書であったと結論付け

たい.そ うだとすれば,こ れらのウイグル語仏典はいかなる歴史的背景の下で

出版されたのであろうか。ここで,ク ビライ～テムル期の政治史に若干触れ,

U4688[TnS63]・*Ugl92[TlllM182]出 版の背景を明らかにしたい.

テムルが大カアンに即位する前後の時期,大 元ウルス北辺では大元ウルス軍

とカイ ドゥ ・ドゥァ軍 との激 しい戦闘が繰 り広げられていた最中であった.

至元29(1292)年,カ イ ドゥ ・ドゥア軍に対抗するべ く北辺の大元ウルス軍の

統一指揮体制が作られると,ク ビライは,か つて枢密院の長官 として大元ウル

スの軍政全般を管轄 していたチンキムの「皇太子の璽」をテムルに与えた上で,
くアの

最 高 司 令 官 と して北 辺 に 派遣 した.至 元31(1294)年 正 月,ク ビ ラ イが 死 去 す

る と,同 年4月,テ ム ル は,チ ンキ ムの 后 コ コ ジ ン=カ トンが 監 国 と して 上 都

で 開 催 した ク リル タ イで 大 カ ア ン に推 戴 され る.こ の時,テ ムル の実 兄 で あ る

(73)以 上 の過 程 は方 氏 の 論考 に詳 しい の で こ こで は 簡 略 に述 べ る に止 め る.ま た,岡 田

氏 も示 唆 に 富 ん だ 発 言 を行 っ て い る.Cf岡 田1985,pp.169-172;方1988.

(74)松 田1982,pp.79-80.

(79)



晋王カマラも皇位継承権を持っていたが,テ ムルは,北 辺の大元ウルス軍を最

高司令官として率いてお り,そ の軍事力はカマラを圧倒 していた.テ ムルはそ

の軍事力を背景に即位 したのである.そ してテムル政権が発足するが,そ の実

権はテムルの実母 ココジン=カ トンが握っていた.コ コジン=カ トンはチンキム

のケシク長であったオルジェイOljeiを 中心に,チ ンキムのケシクにあった者を
くアの

中心に政府を構成したのである.

それでは,U4688[TIIS63]・*U9192[TIIIM182]の 出版事業の主体は

どこか.疑 いなく,長 い間北辺に留まり,首 都圏での政情 に疎かったと思わ

れるテムル自身の発案であったとは考えられない.そ うだとすると,テ ムル

即位記念のウイグル語仏典を出版 させた主体は,テ ムル政権 の実権 を握った

ココジ ン=カ トンを中心 として,チ ンキムのケシクにあったコンギラ ト派の政

治集団であったということになるのではないだろうか.訳 注において も指摘

したように,U4688[TIIS63]の10行 目に,恐 らくは皇太后 ココジン=カ ト

ンの意向で,チ ンギスやクビライと同列 にチ ンキムの名があえて記されてい

るの も一証 となろう(TextA,語 注10).以 上 より私 は,U4688[TIIS63]・

*Ugl92[TIIIM182]は テムルの即位を記念 して
,コ コジ ン=カ トンを中心

とする政府関係者が主体 となって出版 したウイグル語印刷仏典の奥書であっ

た と考 える.

ところで,最 近の研究で明 らかになっているように,ク ビライは「新国家建

設政策」の一環 として帝師パクパを利用 し,薪 国家 ・新帝王出現の雰囲気を演

出 し,自 身の王権の権威付けを行っていた.例 えば,大 都の大明殿の御座上に

は白傘蓋が置かれたが,毎 年2月8日 から一週間,こ の白傘蓋が輿に載せられ

大都城内を一周する 「白傘蓋の仏事」が1270年 から開催 された.こ の仏事は

『白傘蓋陀羅尼』を典拠 とし,あ らゆる災難から国家 を守るという意味が込めら

れていた.ま た,ク ビライは大都に大聖寿万安寺などのチベット式寺院を建立 し,

(75)片 山1983,pp.47-60;杉 山1995,pp.100-102.

(80)



大都をチベット密教独自の雰囲気に包み込んだ.更 にパクパは,ク ビライを転
なぞら

輪聖王に擬え,王 権の権威付けを図った.大 都宮城の正門,崇 天門には金輪が
くアの

掲げられたが,こ れは仏教世界の帝王の最高位,金 転輪聖王を意味 していた.

以上に加え,ク ビライは,大 元ウルス成立前後の時期,ウ イグル出身の臣僚を

招集 してチベ ット語を学ばせ,国 家事業 としてサンスクリッ ト・チベット語の

仏典やパクパの著作をウイグル語 と漢語に翻訳させ,こ れを出版させるという
くアの一大事業を行っていた.

一方
,テ ムル もクビライとパクパの政策を継承 し,ク ビライに も仕 えたチ

け の

ベ ッ ト仏 僧 タク パ オ ー セ ルGrags-pa'od-zerを 帝 師 と して 迎 え,大 都 に勅 建 寺

けの

院である大承華普慶寺の建立 を開始 した.更 に,訳 注において見たように,
なぞら

U4688[THS63]・*U9192[THIM182]は テムル、を転輪聖王に擬iえていたが,

これは明らかにクビライの影響である.テ ムル政権 もクビライに倣い,チ ベ ット

仏教を利用 した諸事業を行うことで,テ ムルの王権の権威付けを図るとともに,

国家を仏教的雰囲気の中に包む効果を期待 したのである.1295年,つ まりテム

ル即位の翌年に行われたウイグル語仏典の出版事業は,ま さにこれらの諸事業

の一環だったのではなかろうか.恐 らくは大都で出版されたこの仏典が,遠 く

トゥルファン盆地まで運ばれた事実は極めて興味深い.

宮氏は即位時の記念事業が「武宗カイシャンいらいほとんど習慣化 した」もの
くおの

と指摘 したが,仏 典出版の側から見れば,実 はクビライが大元ウルス建設に際

して新国家 ・新帝王出現の雰囲気を演出 し,自 身の王権の権威付けを行 う意図

で行ったウイグル語 ・漢語の仏典の出版事業が端緒とな り,テ ムル及びそれ以

降の歴代大カアンや皇族 も即位時に仏典出版事業を行っていた可能性が高い.

(76)F:anke藍978b;中 村(淳)1993;石 濱1994;中 村(淳)1997,pp.130-137.

(77)こ の 点 につ い て は次 稿 に お い て述 べ る.

(78)野 上&稲 葉1958,p.438.

(79)中 村(淳)1999,p.65.

(80)宮1999,P.63.

(81)



テ ム ル 以 降 の大 カア ン及 び そ の 政権 に お い て も,仏 教 関 連 の即 位 記 念事 業 が

行 われ た 事 例 をい くつ か挙 げ る こ とが で きる.先 述 した よ うに,ア ユ ル バ ル ワ

ダ は 皇 慶 元(1312)年 に モ ン ゴ ル 語 『Bodhicaryavataraの 注 釈 』を 出 版 させ,

　お ユ 　

シ デ ィバ ラ は延 祐7(1320)年11月 に各 郡 に 「帝 師 パ クパ 殿 」を建 立 させ た.

しおの

イスンテムルは泰定元(1324)年8月,パ クパの肖像 を各行省に頒布させた.

後至元2(1336)年 に,ブ ダシリが太皇太后に立てられたことを記念 して漢訳大

蔵経の出版が行われたの も先に指摘 した通 りである.こ れらの政策は皆,即 位

の雰囲気を盛 り上げるための仏教的演出であったのだろう.

お わ り に

モ ンゴ ル時 代,特 に14世 紀 に入 る と,チ ベ ッ ト語 ・サ ンス ク リ ッ ト語 を原 典

は ヨラ

とする仏典が盛んにウイグル語やモンゴル語に翻訳され,政 府主導で大々的に出

版され,ウ イグリスタンにもたらされた.こ れらの仏典出版の背景については,

歴代大カアンがクビライの政策を継承して,チ ベット仏教を大カアンの王権強化

の手段として用いる一方,チ ベ ット語やサンスクリット語を原典とする仏典を

ウイグル語やモンゴル語に翻訳 させ,そ れらを出版することで国内を仏教的雰

囲気の中に包み込む効果を狙っていた事実 と関連付けることができるであろう.

事実,ウ イグル語印刷仏典「普賢行願賛』の奥書U4766[TMl9]十U4821に は,

(81)『 元 史』巻27,英 宗本紀,延 祐7年11月 丁酉 条:「 丁酉,詔 各郡建帝 師八思巴殿,

其 制視孔子廟有 加」(p.607).宮 氏 もこれが イス ンテムルの即 位記念事業 だ と認め て

いる.C£ 宮1999,p.63.ま た,『仏祖 歴代 通載』巻22「 勅建 帝師殿碑 」は この事業につ

いて詳 述 している.

(82)『 元史』巻29,泰 定帝本紀,泰 定元 年8月 辛 未条:「 辛未,絡 帝 師八思 巴像十・一頒

各行省,傳 塑祀之」(p.650).

(83)こ の時期に翻訳 されたモ ンゴル語仏典が,サ ンスクリッ ト語やチベ ッ ト語,漢 語か

ら直接翻訳 されたのか,あ るいは一旦 ウイグル語 に翻訳 されてか ら更 にモ ンゴル語に

重 訳 されたのか とい う問題 については現段階で は明 らかになってい ない.今 後取 り組

むべ き課題である.松 川氏 は,モ ンゴル語訳 『北斗七星延命経』が ウイグル語か ら翻訳

された可能性 が高い と指摘 して いる.C£ 松 川2004.

(82)



こ れ がqaγanqanyrffγ 一i'Uza「カア ン=カ ン(大 カア ン)の 仰 せ に よ っ て」出版 され

くきの

た こ とを示 す記 述 が あ る し,Krotkov氏 の コ レク シ ョンに含 まれ るR爾vαv記o加

の 奥 書 には,こ の経 典 が 大 カ ア ンの 命 令 に よっ て,サ ンガ シ リ(Sangga§iri<

*Sa【pgha6司 な る人 物 が チ ベ ッ ト語 か ら ウ イ グル 語 に 翻 訳 した こ とが 明 記 され

くおの

ている.ま た,こ れ以外にも,ウ イグル語印刷仏典の奥書には,大 カアンを始め
くきの

とするモンゴル皇族に対する功徳回向文を持つものが相当数存在する.

ウイグル語印刷仏典の奥書には出版の具体的な経緯が記されることは極めて稀

であるが,我 々は,出 版の主体 としてモンゴル皇族や,大 元ウルス政府関係者を

背後に想定しなければならないであろう.最 近の研究で明らかにされてきている

ように,大 元 ウルスは出版事業に極めて高い関心を持ち,14世 紀始めには一大

出版ブームを迎える.あ らゆるジャンルの出版物が刊行され,挿 絵や図解入 りの
くおアナ

ものさえも現れる.ウ イグル語やモンゴル語仏典が元代,特 に14世 紀に入ると

政府主導で大量に出版され,こ れがウイグリスタンにもたらされた背景も,モ ン

ゴル時代史のこのような動 きとリンクさせて理解できるのではなかろうか.

欄筆するにあた り,今 後の課題 を挙げてお きたい.ク ビライの大元 ウルス

建設の際,あ るいはテムル即位の際に行われた出版事業において,何 故ウイ

グル語で書かれた仏典が出版 されたのであろ うか.換 言すれば,モ ンゴルに

とってウイ グル語 ・ウイグル語仏典とはいかなる意味を持ったのか.こ の問

題についてはウイグル仏教文化がモンゴルに与えた影響 とも絡めて,次 稿に

おいて論 じたい.

(84>Ziemel982.

(85)RadlofflgU,pp.72,74.

(86)Ziemel992,pp.73-74.

(87)宮2001,p。7Lち なみ に,ウ イ グ ル語 印刷 仏 典 に も挿 絵 入 りの もの が 存 在 す る.

Zieme氏 がBτ7XIIIのTextlと して 紹 介 した 頭 韻 四行 詩 形 式 のJatakaに 見 られ る

挿 絵 は,元 刊 本 に お い て 一 般 的 に見 られ る`「上 図下 文 形 式 」と酷 似 して い る.最 近 の

研 究 で,宋 版 以 前 に は 見 られ な か っ た 挿 絵 入 りの 出版 物(い わ ゆ る 「全 相 本 」〉が,

元 代 の 中 ～ 後 期 か ら一 挙 に現 れ る よ う に な っ た こ とが 明 ら か に さ れ て い る.杉 山

2002,pp.148-149.

(83)



文 献 目 録

赤 沼 智 善

1931『 印 度 仏 教 固 有 名 詞 辞 典 』名 古 屋,破 塵 閣書 房.

石 濱 裕 美子

1994「 パ クパ の 仏教 思 想 に 基 づ く フ ビ ライ の 王 権 像 につ いて 」『日本 西 蔵 学 界 会 報 』40,

PP,35-44.

植 松 正

1968「 元 代 江 南 の豪 民朱 清 ・張 珀 につ い て一 そ の詠 殺 と財 産官 没 をめ ぐっ て一 」

r東 洋 史 研 究 』27-3,pp.46-71.

宇 野 伸 浩&村 岡 倫&松 田 孝 一

1999「 元 朝 後 期 カ ラ コ ル ム 城 市 ハ ー ン カ ー 建 設 記 念 ペ ル シ ア語 碑 文 の 研 究 」『内 陸

ア ジ ア言 語 の研 究 』14,pp。1-64,+5pls.

王 啓 龍

1999「 八 思 巴 生 平 与 く彰 所 知 論 》対 勘 研 究 』(中 国社 会 科 学 博:士 論 文 文 庫)北 京,中 国

社 会 科 学 出 版社.

岡 田 英 弘

1985「 元 朝 秘 史の 成 立 」『東 洋 学 報 』66-1/2/3/4,pp.157477,

小 川 貫 弍

1943「 元 代 白蓮 教 の刻 蔵 事 業 」『支那 仏教 史 学17-1,pp.4-14.

1956「 吐 魯 番 出土 の 印刷 仏 典」『イ ン ド学 仏 教 学研 究 』4-1,pp.28-37.

小 田 壽 典

1980「1330年 の雲 南 遠 征 余 談 」『内 陸 ア ジ ア 史研 究 』1,pp.11-24.

1987「 龍 谷 大 学 図 書 館 所 蔵 ウ イ グ ル文 八 陽経 の 版 本 断 片 」『豊 橋 短 期 大 学 研 究 紀 要 』4,

pp,57-86.

小 野 玄 妙

1930「 元代 松 江 府 僧 録 管 主 八 大 師 の 刻 蔵 事 蹟 」『仏 典 研 究 』2-13,pp.140.

T.F.カ ー タ ー(著)/LC.グ ドリ ッチ(改 訂)/薮 内 清&石 橋 正 子(訳 注)

1977「 中 国 の 印刷 術2そ の 発 明 と西 伝 』(東 洋 文 庫316)東 京,平 凡 社.

片 山 共 夫

1983「 ア ー マ ッ ド暗 殺事 件 をめ ぐっ て 元 朝 フ ビラ イ 期 の 政 治 史一 」『九 州大 学 東

洋 史 論 集 』11,pp.27-63.

北 村 高

1981「 元 朝 色 目人 『亦 黒 迷 失 』の 仏 教 活 動 」『木 村 武 夫 教 授 古 稀 記 念 ・僧 伝 の 研 究 』

京 都,永 田 文 昌 堂,pp.253-274。

百濟 康 義

1984「 ウイ グル 訳 『阿 毘 達 磨 倶 舎 論 』初探 一 一 藤 井 有 鄭 館 所 蔵 断 片 」『龍 谷 大 学 論

集 』425,pp.65-90.

1986「 天理 図 書 館 蔵 ウ イ グ ル語 文 献 」『ビブ リア 』86,pp.180-128+4pls.(逆 頁)

(84)



百濟 康 義&小 田 壽典

1983「 ウイ グル訳八十華厳残簡一 一付.安 蔵 と四十 華厳一 」井 ノロ泰淳(主 任)「指

定研究:西 域 出土仏典の研究」『龍谷大学仏教文化研究所 紀要』22,pp,176-205.

取 世 民&張 宝璽

1986「元回鵤文 《重修 文殊寺碑 》初釈」『考古学報』豆986-2,pp.253-264,

庄垣 内 正弘

1991-1993『 古代 ウイグル文阿毘 達磨倶舎論 実義疏 の研 究』1-3,京都,松 香 堂.

杉 山 正明

1987「西暦1314年 前後大元ウルス西境 をめ ぐる小札記」『西南アジァ砥究』27.pp.24-56,

1989「元代蒙漢合壁命令文 の研 究(一)」 『内陸 アジア言語の研究』5,pp.1-31+2pls.

1995「大元 ウルスの三大王 国 カイシャ ンの奪権 とその前後(上)」 『京都大学 文

学部研 究紀 要』34,PP.92450.

1996『モ ンゴル帝 国の興 亡(上)』(講 談社現代新書BO6)東 京,講 談社.

2002『逆説のユー ラシア史 モ ンゴルか らの まな ざし一一 』東京,日 本経済新 聞社.

竺 沙 雅章

1998「元版大 蔵経概 説」奈良県教 育委員 会事務 局文化財 保存課(編)『 西大寺 所蔵元

版 一切経 調査報告書 』奈 良,奈 良 県教育委 員会,pp、7-20.

ペー ター ・ツィーメ&百 濟 康義

1985『ウイグル語 の観無量寿経 』京都,永 田文昌堂.

党 寳海

1999「吐魯番 出土 金蔵考 兼論一組 吐魯番 出土 仏経残 片的年代j『 敦 煙吐魯番

研 究』4,pp.103-125.

童 璋&方 広錫&金 志 良

1984「元代官刻大 蔵経発現 」『文物』1984-12,pp.82-86.

常盤 大定

1939「西夏 文字大 蔵経の彫刊について」『東方学報(東 京)』9,pp.1-32+7pls.

中村 淳

1993「 元代法 旨 に見 え る歴代 帝師 の居 所 大都 の花 園大 寺 と大 護国仁 王寺一 」

『待兼 山論叢i(史 学篇)』27,pp.57-82.

1997「チベ ッ トとモ ンゴルの濯遁 遥 か なる後世へ のめばえ 」『岩波講座 世界

歴史11中 央ユー ラシァの統合 』東京,岩 波書 店,pp。121446.

1999「元代大 都の敷建寺 院 をめ ぐって」『東洋 史研究 』58-1,pp。63-83.

中村 淳&松 川 節

1993「新発現 の蒙 漢合壁 少林寺 聖 旨碑 」「内陸 アジア言語の研究』8,pp.1-92+8pls.

中村 元

1981『仏教語大辞 典』東京,東 京書籍.

野上 俊静&稲 葉 正就

1958「元 の帝 師について」『石濱先生古稀記念東洋学論叢』大 阪,関 西大学 文学 部東洋

史研 究室 石濱先生古稀 記念会,pp,430-448.

(85)



方 広 錫

1988「 元 史 考 証 両 篇 」『文 史 』29,pp.229-253.

松 川 節

1992「 モ ン ゴ ル文 『仏 説 北 斗 七 星 延 命 経 』の研 究 元 朝 期 モ ン ゴ ル 仏 典 訳 経 史 の

一 側 面 一 」(平 成3年 度 大 阪大 学 大 学 院 修 士 論 文) .

2004「 モ ン ゴル 語 訳 『佛 説 北 斗 七 星 延命 経 』に残 存 す る ウ イ グ ル 的 要 素 」森 安 孝 夫(編)

『中央 ア ジ ア 出 土 文 物 論 叢 』京 都,朋 友 書 店,pp,85-92.[Englishversion:Some

UighurElementsSurvivingintheMongolianBuddhist∫ 擁'rαqプ読θGrθ α'βθαr.

DesmondDurkin-Meisteremst(etc.eds.),τ κ吻 ηR8v∫∫舵4肪 θ戸r5'Cθ 御ryσ

Rθ5θorc乃ゴ班o漉8Aπ ∫αη4C翻 〃κrθ3(～々舵5'1たRoα 鉱Berlin,2004,pp.203-207]

松 田 孝 一

1982「 カ イ シ ャ ンの西 北 モ ン ゴ リア 出鎮 」『東 方 学 』64,pp.73-87.

宮 紀 子

1998「 『孝 経 直 解 』の 出版 とそ の 時代 」『中 国 文 学報 』56,pp.20-57,

1ggg「 鄭 鎮 孫 と 『直 説 通 略』(上)」 『中 国 文 学 報 』58,pp,46-74.

2001「 程 復 心 「四 書 章 図 』出版 始 末 孜 大 元 ウル ス 治 下 にお け る 江 南 文 人 の 保 挙

」『内 陸 ア ジ ァ 言語 の研 究 』16,pp.71-122.

2006『 モ ンゴ ル 時代 の 出版 文 化 』名古 屋,名 古 屋 大 学 出 版 会.

村 上 正 二

1970『 モ ン ゴル秘 史1チ ンギ ス ・カ ン物 語 』(東 洋 文 庫163)東 京,平 凡 社.

森 安 孝 夫

1983「 元 代 ウ イ グ ル仏 教 徒 の一 書 簡 敦 煙 出土 ウ イ グ ル 語 文 献 補 遺 一 」護 雅 夫

(編)『 内 陸 ア ジ ア ・西 ア ジ ア の 社 会 と文化 』東 京,山 川 出 版 社,pp.209-231.

渡 辺 健 哉

1999「 元 代 の 大 都 南 城 につ い て 」『集刊 東 洋 学 』82,pp,103-121.

Boyle,JA.

19560ntheTitlesgiveninJuvainitoCe宜ainMongolianPhnces.HIA∫19,pp.146-154.

197171ゐ θ5κccθ∬or5qrGθ πg配5陥 αη∫rαπ5'α'θ4プ}o溺疏θPθr∫如η(ゾRα574α'一D加,NewYork

&London,ColumbiaUniversityPress.

Cerensodnom,D.&Taube,M.

1993D∫ θMoη801∫cα4εrBθr伽 θr乃己吻 η5ωη7η伽ηg.Berlin,AkademieVerlag.【BπXVI】

Clauson,G.

1972AπE砂 配oZo8どcα1D∫c∫'oηαry〔ガPrθ一7躍r陀εη功 α π∫配rン7那rた'5九〇xfbrd.

Cleaves,F.W.

1954The嗣 お魏一〇(勤ゼーαAwσ競 一吻 乃)掘わ曜of1312by60sgiOds止 品【∬17,PP.1-129+241鼠s.

D㏄rfer,G.

1963-1975r漱'5c海 θ朔4η20η801'5chθE'θη38η'θ∫η31鞄ゆθr5'5chθπ1-4.Wiesbaden.

hanke,H.

1978aASino-UighurfamilyPortrait:NotesonaWo(xlcutfromTuτfan.η!θCα ηα4α一

ルf∂ηgo'ゴαRθγ∫θw4-1,pp.33-40.

(86)



1978bFromT曲alChieftaintoUnivelsalEmperorGod:TheLegitimationoftheY丘an

Dynasty.Bα ン召r'5chθA㌃ α4θ海 θ4εrW∫ ∬ θη∫cんψ θη,P配1一 痂∫'.κ'α∬8,∫'π 麗η8∫わ8r'ch飴

2,MUnchen,pp,3-58.

1981KleineNachlesezudermongolischenMah…ikah-HymneausTu漁n.ZA∫15,pp.11-26.

1997ZudenyOanzeitlichenDruckendeschinesischenbuddhistischenKanons.P.Kieffe卜

P髄lz&J.一U.Hartmann(eds.)Bα 副4加v'の ∂∫駕助 ㎞々r融'∫ 吻4'θ5∫ηHoπo麗r(ゾHθ 加z

βθcぬ8r'oぬ 読θOccα5∫oηqf正1ご565功B'r疏4αy.(IndicaetTibetica30),IndicaetTibetica

Venag,Swisttal-Odendo㎡,pp」23-135,

Gabah1,A.von.

1967D∫8Dr麗cえ θ4θr7悔 吻 π一∫α溺溺'μπ8.(Sit属ungsber韮chtederDeutschenAkademieder

WissenschaftenzuBer㎞.Klassef髄rSprachen,LitelaturundKunst。1967:1),Berlin.

Haenisch,E。

1954ルfoη801'cα4θ アBθr1'ηθr距 ゆ η一∫αη2〃z'扉π81」E加 わ麗裾 ゐ'5"∫cぬθ∫Dr那cけ α9〃3εη'vo加

」如rθ1312.Berlin,AkademieVerlag.【ADAWl953,No.31

Ka寛a,G.(Kapa,耳.)

1968(Review)Annem頗evonGabain,DicDmckederTu血n-Sa㎜1ung.伽o∂ ㍑鰍 μ

Aφ ρμκμ1968-5,pp.205-207.

K職der,L.

1955Qan-QaγanandthebegimingsofMongolKingship.C〃1-1,pp.17-35.

Ligeti,L.

1971AutourduS欲izY廿 ㎞ ξ汰Y㎜q。LLigeti(ed.)∫ 励 漁rclcα,Buda圓,pp.291-319.

Mostaeπ,A.&Cleaves,F.W.

1962乙 θ5Lθ艀 θ5吻1289θ'1305吻5鉱 ㎞Arγ 槻 ε'0㌍ ∫醒 δPゐ π勿 ε陀Bθ1.(Harva皿 一Ybnchhlg

hBdt鵬,Sc加 砥MongolicaSedes1),Massadluse伽,Ha【va=dUnive鱈i呼P【ess.

Pelliot,P.

1930Notessurle"Tu到(es田n"deM.W.Ba質hold,7ア27,pp.12-56.

1959ハb'ωoηMαrcoPo'01.Paris.

Rachewi董tz,1.D.

1982Thepreclassicalmongolianversionoftheゐ5'αo-c伽8:InMemohamA.Mostaert,1881-

197LZA∫16,pp.7-109.

・1983Qan
,Qa'anandthesealofG血y廿9,K.sagaster&M.weiers(eds・)Docκ 〃θη'α

βαrわαror麗〃1.Fθ5'5cぬrの 」峨r陥 〃εθr地 ∫∬'8z配 配70.σ8伽r∬ 脇8.(Ver6ffentlichungen

derSocie田sU捌o-Altaical8),Wiesbaden,0枕oHanassowitz,pp.272-281.

Radloff,W.

1911κ 滋αη一営∫一∫拠P麗5αr.'E∫ πθ 薦7κ∫∫C乃θ こノわεr∫e陀配η86θ ∫)σ ζy.陥P蕗 θ154βrcぬ ∫πε5'3C乃8η

Aμ58α わα1θ5∫ α4冨ゐαrη2角ρ麗44αr批 α.(BibliolheticaBuddhica14),St.Petersburg.

藍928こ ノ'8麗r∫5c乃θ5ρrαcん48π 繍'εr。Leningrad。

R6hrbom,K.

1977一 σ∫8∬r∫5c伽Wδr酵 わ郡c乃.Wiesbaden.

(87)



Sertkaya,0.F,

1989EinFraglnenteinesalt面rkischenLobpreisesaufTam臼rQaγan.AoFl6-1,pp.189-192.

Zieme,P,

1975Zurbud曲istischenStab爬imdichmngderaltenUigu㈹n.AOH29-2,pp」87-211.

1981Beme】 雌(ungenzurDat孟enmguiguhscherBlockdrucke..胆269,pp.385-399.

1982ZumuigurischenSamantabhadτaca【yゆrapidhana.∫ 旗4∫α乃己rcoJo8fcα ル勧 ηor'α8A1θx'∫

Bo翅 わαdDゴcα 砿,Napoli,pp.599-609.

1985β μ必 痂∫"∫cゐε∫励rθ'η 纏ch餌 〃8θη48rσ ∫8κrθη。Berlin,AkademieVerlag.[BπXIII1

1990Problemealt血lkischer.V… りracchedika-Ubelsetzungen.A.Cadonna(ed.)7配 胸 η αη4

距 η一Hμαη8'ん θ7θ κ'∫.・Eηco舅η1θrqプ αv'」'zα ∫'oη∫oη 酌8∫ ∫疎Roμ'8.(Orientalia

Venetiana4),Fhenze,pp.21-42.

1991D∫ θ ∫如わrθ∫〃㍑θκ飴4θrし 耐9κrθη りoη 丁擁肋 η μη4Dμ ηh躍αη9.∫ 餌4∫〔ヨηzμro1励r海5chθ η

1)'c加 επ8.Budapest,Akad6血aiKiad6。

1992Rθ 」∫8'o〃 麗η4Gθ ∫θ"∫chψ'〃2{ノ'8κr∫ ∫c乃θηKδ η'8rθ'chvoηCo{ヨo.oK∂Joρhoη εκη4∫'毅 θr

4θ∫α'誠r々5c加 η わ配ddhf∫'∫∫chθη ∫chr静'κ 〃3∫ακ∫Zε πかo'α5ε6η.(Abhandlungender

Rheinisch-Wes㎡alischenAkademiederWissenschaften88),Opladen.

.1995196DonorandColophonofanUigurBlockphnt
.∫'疏Ro忽 αr'α η4αrc加8010gy4,

Kamakula,JoumaloftheInstituteofSilkRoadStudies,pp.409-424.

Zieme,P.&Kara,G.

1978五1∫ ηU'8溺r∫ ∫chθ∫7b∫ θπわ配c乃.1>δ70Pα ∫Zβhrθ'η 配∫8冴r'5c乃8r〔 ノわθr∫召∫z那η8voηv'θr

'め θ"∫ゐθη 乃 α肋'θ 肋 αch4θr∫ α〃3〃;θ'ゐαη4勲r静 ακ5D蝦 肋 伽gBr∫ ∫∫5ch伽5ε κ〃2

0ア.8212`109,.Budapest.

略 号 表

『阿 毘 達 磨j:庄 垣 内1991-lgg3.

ADAW:Aわ 加 η認瑚8ε π4θrDθ 躍∫ch8η 激 α4θ加 θ4εrW∫ ∬ θη5cぬψ θηz配B87伽,Klassef通r

Sprachen,L孟telaturundKunst,Berlin.

AM:A∫1α 拗br。

AoF:AJ砂r'ε η∫4'∫∫chθFor5chπ π8εη,Bedin.

AO正1:Ac如Or∫ θη'α1∫αAcα4θ 〃τ'σθ3dθ 所'α測 加 翫 η8αr∫cσθ,Budapest.

βη ■:βθr伽 θrTμ ψ π猷'θ.

87TXm:Ziemel985.

CAJ:Cε 肪 ロ'A吻 琵cJ∂ κr㎜ 」.

1…ヱ):Clausonl972.

甜A∫:1伽 槻 雇 ノ∂〃泥ηoJげA∫'α"05鵡4'8乱

JA:」 θ脚 α〃 猛'α∫切 θ。

7MEIV:D㏄ ㎡br19634975.

TP:Tlo撚8Pαo.

しW:R6㎞bom1977一.

ZA∫:Zθ π〃α'α∫fα∫ご5chθ∫臨4∫θη.

(88)



関係系図

①チ ンギス=カ ン6inggisQan

(太祖1206～27)一
ジョチJQ猷 チャガタイCaγa1ai ② オゴデイ696dei

(太 宗1229～41)

1
③ グユクGUyUk

(定 宗1246～48)

トル イTolui

④ モンケM6ngke

(憲宗125玉 ～59)

⑤ ク ビライQubilaiフ レグH廿1egu⑤ ア リクブケAriγB6k首

(世祖1260～94)(1260～64)

1
チ ンキムdnkim一 ココジ ン3カ トンK6keji皿QaUm

カマラKamalaダ ルマバラDamLabala

⑩イス ンテ ムルYisUnT…im芭r

(泰定帝1323～28)一
⑪ コシラQロ 醐a

(明 宗1329)H
⑭ トゴンテムルTOY・nT勘 血

(順帝1333～70>

※男性 はゴシック体

カッコ内 は廟号,在 位年

ダギDagi ⑥テムルTem雌r躍 ブルガン=カ トンBuluγanQa血n

(成宗1294～1307)

⑦カイ シャンQai蜘

(武宗1307～Il)

⑫ トクテムルTUYTam{㎏=ブ ダシ リBuda5ih

(文宗1328～32)

⑬ イ リンジバル 頂njib訓

(寧 宗1332)

⑧ アユルバル ワダAyurb匪wada

(仁宗1311～20>

【
⑨シデ イバラSidibala

(英宗1320～23)
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Su㎜ary3

HjstoricalBackgroundsofthePublicationofUigurBuddh藍stTexts

CommemoratingTem髄rQaγan'sEnthronement:Re・examinationofthe

ColophonsFoundinU4688[THS63]and*U9192【TmM182】

KentaroNAKAMuRA

Thisarticle .dealtwithsomeproblemsconcerningUigurblockprjntcolophons

U4688【TIIS63] .and*Ugl92[TIIIM182]u且earthedffomTurfan,which

werestudiedbyA.von.GabainandO.F.Sertkayarespective監y,andittriedto

evaluatetheminthecontextofAfro-EurasianregionsduringtheMongolPeriod.

Inthefirstchapter,IrevisedthetextsandapPendedphilologicalandhis一　
toricalno¢esasfbllows:(1)ThewordCYT'N,whichappearsi皿U4688[TIIS

63】,isaloanwordfromSanskritcetanameaning`awill,avolition'.(2)It孟s

statedi且u4688[TIIs63]thatTem髄rQaγanwasalegitimatesuccessorof

ソ ソ ソ
CinggisQan,QubilaiandCinkim,butitseemssomewhatstrangebecauseCi且kim り
didnotactuallyaccedetothethroneofQaγan.Thereasonwhycinkimwasof山e　
samerankascinggisandQubilai,mightreflecttheintentionofK6k釘inQatun,

whoheldrealpowerintheTemurGovernmenしShewasfromtheQonggiradclan,

thewifeofOinkimandmo重herofTem睦r.(3)OnthefaetthatTemurQaγanis

likenedtoCakravartinbothinU4688[TIIS631and*Ugl92[TIIIMI82】,

IsuggestedthattheTとmilrGovernmentfoliowedprecedentintheeraofQubilai.

QubilaiwaslikenedtoCakravartinby'Phags-pa.(4)ThedateofU4688[TIIS63]is

identifiedas1295.

Inthesecondchapter,identifソingthedateofU4791as1308,Himitedthe

dateofUigurBuddhistblockprintsasbe童ngfromthelatterhalfofthel3thtothe

fomlerhalfofthel4thCentury,whichhasbeensupposedtobelongto
.theMongol
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Perioduntilnow.Theplaceofpublica丘onwaspresumablyTa-Ul(大 都).

Inthethhdchapter,
.Icompaledtwocolophonswithotherco且temporaly

sources,andevaluatedthevalueofthecolophonsasMstoricalmaterials.Accordingto

thechinesesources,Quもilaiordereduigurbra㎞stotranslateTibetanandsans㎞t

Buddhistsc加 加resandworksof'Phags-paintoUigurandChinese,andletthem

publishwhenhefbundedDaiOnYekeMongolUlus(YnanDynasty).Thispublication

wasprobablyapartofthepr(オectsbywhichQubilaiintendedtostlengthenhisown

royalauthority,andtocreateanatmosphereofappearanceofnewstateandemperor.

IconcludedthattheTem髄rGovemment(possiblyK6k(導inQatunandher`Qonggirad

Clique'),fbllowingQubilai'spr(ガects,publishgdUigurBuddhistblockprintscripωres

inco㎜emorationoftheent㎞onementofTemurQaγ 皿in1295.Itislikelythat

successiveQaγans,Princes,andEmpressDowagersmighthavepublishedBuddhst

script鵬sinco㎜emorationoftheirent㎞onements・

Recently,ithasbeenprovedthattheYUanDynastywasextremelyeagerto

producepublications,contra呼tothegenerallyacceptedopinion.Indeed,agreatvari-

etyofbooksweremassivelypublishedinChinaafterthel4thCenturyunderthe畳ead-

ershpoftheY∬ ㎜Gove㎜ent.MyconclusionthatU4688[TIIS63]皿d*Ugl92

【TIIIM182]werethecolophonsofUigurBuddhistblockprintscriptu爬spublishedby

theTe曲Gove㎜entincommemorationoftheenthronementofTe曲Qaγ 孤

agreeswiththeimageofhistolyofpublishingundertheY紅anDynasty..
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